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今
年
の
11
月
７
日
で
、

霧
島
市
が
誕
生
し
て
か
ら
10
年
が
経
ち
ま
す
。

一
つ
に
な
っ
た
７
つ
の
ま
ち
は
、

ど
の
よ
う
な
歩
み
を
見
せ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
こ
れ
か
ら

ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

ふ
る
さ
と
は

ひ
と
つ

th ANNIVERSARY
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■ 霧島市の積立金の状況

出典：�新市まちづくり計画書（平成15年12月）
と霧島市財政課調べを使用して作成

（単位：億円）

津つ

田だ

和わ 

操み
さ
お

さ
ん
（
86
）

隼
人
町
在
住

生
き
残
り
を
賭
け
た
模
索

皆
さ
ん
は
「
平
成
の
大
合
併
」
を
ご
存
知

で
す
か
。
全
国
で
は
平
成
10
年
ご
ろ
か
ら
市

町
村
合
併
の
動
き
が
出
始
め
、
３
２
３
２

あ
っ
た
地
方
自
治
体
の
数
は
平
成
26
年
４
月

現
在
で
１
７
１
８
ま
で
激
減
し
ま
し
た
。
平

成
に
入
り
バ
ブ
ル
崩
壊
で
日
本
経
済
が
失
速

す
る
中
、
国
は
平
成
14
年
か
ら
財
政
再
建
を

本
格
的
に
推
進
。
そ
の
た
め
地
方
自
治
体
の

大
き
な
収
入
源
で
あ
る
地
方
交
付
税
の
大
幅

な
削
減
を
打
ち
出
し
、
多
く
の
地
方
自
治
体

は
抜
本
的
な
行
財
政
改
革
へ
の
活
路
を
「
合

併
」
と
い
う
形
で
模
索
し
始
め
た
の
で
す
。

津
田
和
さ
ん
は
「
当
時
、
隼
人
町
も
歳
入

の
約
25
％
を
交
付
税
で
賄
っ
て
い
ま
し
た
。

交
付
税
の
大
幅
な
削
減
が
見
込
ま
れ
る
中
、

こ
の
ま
ま
で
は
ま
ち
の
貯
金
で
あ
る
基
金
が

５
年
程
度
で
底
を
尽
く
と
い
う
試
算
が
出
て
、

役
場
職
員
の
緊
張
が
高
ま
り
ま
し
た
。
住
民

か
ら
も
報
道
さ
れ
る
情
報
な
ど
に
対
す
る
不

安
の
声
が
届
い
て
い
ま
し
た
。
ま
ち
が
生
き

残
る
に
は
、
周
り
の
ま
ち
と
協
力
し
て
、
行

財
政
を
ス
リ
ム
化
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な

い
状
況
で
し
た
」
と
打
ち
明
け
ま
す
。

可
能
性
に
満
ち
た
“
未
来
予
想
図
”

住
民
に
よ
る
合
併
の
検
討
を
求
め
る
声
は
、

平
成
13
年
ご
ろ
か
ら
１
市
６
町
周
辺
で
も
起

き
て
い
ま
し
た
。
平
成
14
年
、
国
の
財
政
再

建
政
策
の
影
響
も
あ
り
、
１
市
６
町
と
栗
野

町
、
吉
松
町
で
「
姶
良
中
央
地
域
合
併
研
究

会
」
が
設
置
さ
れ
、
自
治
体
同
士
に
よ
る
合

併
枠
組
み
の
模
索
が
続
く
中
、
つ
い
に
平
成

15
年
に
１
市
６
町
で
合
併
に
関
す
る
協
議
を

行
う
「
姶
良
中
央
地
区
合
併
協
議
会
」
を
設

立
。
本
格
的
な
合
併
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。

合
併
協
議
で
各
ま
ち
の
住
民
代
表
が
新
し

い
ま
ち
の
未
来
予
想
図
を
描
く
中
、
津
田
和

さ
ん
は
「
改
め
て
分
か
っ
た
こ
と
は
、
１
市

６
町
に
は
、
空
港
・
高
速
道
路
・
鉄
道
な
ど

の
基
幹
交
通
網
、
豊
富
な
温
泉
や
国
立
公
園

な
ど
全
国
屈
指
の
観
光
資
源
、
歴
史
・
神

話
・
文
化
、
世
界
的
企
業
の
立
地
な
ど
そ
れ

ぞ
れ
大
き
な
魅
力
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
通
勤
・
通
学
や
購
買
な
ど
の
面
で
も
一

つ
の
生
活
圏
を
作
っ
て
い
た
の
で
、
市
町
境

を
越
え
た
道
路
整
備
な
ど
も
可
能
に
な
れ
ば
、

住
民
の
利
便
性
も
向
上
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の

魅
力
が
さ
ら
に
新
た
な
効
果
や
可
能
性
を
生

み
、
30
年
、
50
年
先
を
見
越
し
た
賢
明
な
合

併
に
な
る
」
と
確
信
し
ま
し
た
。

平
成
15
年
に
は
１
市
６
町
の
延
べ
92
会
場

約
３
６
０
０
人
に
住
民
説
明
会
を
開
催
。
同

年
12
月
に
は
合
併
協
定
調
印
式
が
行
わ
れ
、

１
市
６
町
の
議
会
で
合
併
関
連
議
案
が
可
決

さ
れ
ま
す
。
平
成
17
年
３
月
に
は
県
議
会
の

議
決
、
県
知
事
に
よ
る
決
定
と
国
に
よ
る
廃

置
分
合
の
告
示
が
な
さ
れ
、
同
年
11
月
７
日
、

人
口
、
面
積
共
に
県
内
第
２
位
と
な
る
霧
島

市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

「
霧
島
市
が
誕
生
し
て
10
年
。
私
た
ち
の

描
い
た
夢
が
少
し
ず
つ
実
現
し
て
い
る
と
感

じ
て
う
れ
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
霧
島
市

が
楽
し
み
で
す
ね
」
と
津
田
和
さ
ん
は
霧
島

市
の
未
来
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

「
こ
の
合
併
は
さ
ら
に
ま
ち
が
発
展
す
る

き
っ
か
け
に
な
る
。
ひ
と
・
ま
ち
・
自
然
が

さ
ら
に
輝
く
大
き
な
可
能
性
を
感
じ
ま
し

た
」
と
話
す
の
は
元
隼
人
町
長
の
津つ

田だ

和わ

操み
さ
お

さ
ん
（
86
）。
現
在
の
霧
島
市
を
構
成
す
る

旧
国
分
市
・
溝
辺
町
・
横
川
町
・
牧
園
町
・

霧
島
町
・
隼
人
町
・
福
山
町
の
１
市
６
町
（
以

下
「
１
市
６
町
」）
が
合
併
を
目
指
し
始
め

た
平
成
15
年
当
時
を
こ
う
振
り
返
り
ま
す
。

平成9年隼人町長、平成15年姶良中央
地区合併協議会の前身である準備協議
会会長、平成17年11月霧島市職務執行者。
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霧島市は財政の健全化と合併協定項目の実現を目指してきました。
ここでは、合併後の取り組みや成果、見えてきたまちの課題を紹介します。

合併後10年の成果と課題

人件費172億円削減

交通事故発生件数25％減少

施設管理費4億5千万円削減、

利用者16％増加

市民と対話210回、5,039人

犯罪認知件数50％減少

新規雇用1,250人

＋500人以上を創出

自主防犯パトロール隊

99団体9,067人に増加

移住定住395世帯、974人増加

市長給与20％、
副市長・教育長給与10％削減

職員数1,431人（合併前）から1,153人（平成
26年度）、議員数120人（合併前）から26人
（平成26年度）、ほか特別職など

平成17年の1,155件、1,505人から平成26年の886件、1,025人に

指定管理者制度を導入し、164施設で実施
（平成26年度末現在）

直接市長が市民の皆さんの声を聞く会を実施
（市長と語イもんそ会、市長と語る会など）

平成17年の1,464件から
平成26年の735件に

立地協定44件と事業所枠の拡大分の24社の実績に加え、
今年9月発表の日本郵便㈱、日本郵便輸送㈱誘致で

平成27年9月末現在

平成27年8月末現在、全国トップレベルの数

平成26年度末までに約5,000万円の節減

財政再建・人口推移
◦�財政指標　
　経常収支比率　91.9％（H17）→85％（H25）、
　財政力指数　0.48（H17）→0.54（H25）
◦�基金残高　113億（H17）→193億（H25）　約1.7倍
◦�市債残高　804億（H17）→658億（H25）　約18％減
◦�市税徴収率　89.9％（H18）→93.2％（H25）
◦�人口増加率　127,309人（H17.10.1）→127,420人
（H27.5.1）+111人（0.001％増）

霧島市 全国の
類似団体 鹿屋市 薩摩

川内市
17年度 25年度 25年度 25年度 25年度

経常収支比率
（霧島市25年度との比較）

91.9 85.0 89.5 91.2 92.3

6.9 0 4.5 6.2 7.3

財政力指数
（霧島市25年度との比較）

0.48 0.54 0.74 0.44 0.47

-0.06 0 0.20 -0.10 -0.07
平成25年度財政状況類似団体比較(総務省）を使用して作成

成果 Result

Achievements and challenges
出典：霧島市市町合併の検証市民アンケート（平成25年度実施）より

合併して良くなったと思うことベスト10

0 5 10
（％）

15 20 25 30

市の知名度・認識度が向上した

わからない

情報発信が積極的になった
イベントなどが活発になった

様々な公共施設を利用しやすくなった

役所の窓口が増えて便利になった

旧市町間での交流が盛んになった

各種行政サービスが向上した

文化・伝統が大切にされるようになった

特になし

6.7%

7.0%

7.2%

10.2%

10.8%
11.1%

12.9%

16.7%
28.5%
31.1%

【用語解説】 ⃝経常収支比率･･･財政構造の弾力性を示す指標。低いほう
が財政運営に余裕があり、政策的に使えるお金が多くあることを示す。一
般的に75％以下が望ましいといわれる。⃝財政力指数･･･財政運営の自主
性の大きさを示す指標。1.00に近いほど、あるいは1.00を超えるほど良い。
1.00を超えると自主財源だけで運営できることを表す。
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人口集中化
◦�国分・隼人地区の人口が増え、それ以外の地区の過疎化が進
んだ。中山間地域の維持が懸念されている。

公共施設の適正化
◦�霧島市の一人当たり公共施設面積の多さは県内でもトップク
ラス。維持費は大きな財政圧迫要因となるため、統廃合を含
めた適切な公共施設の管理が問われている。

地方交付税特例措置減額による予算配分
◦�普通交付税の減額により、財政の硬直化が懸念され、より一
層の行政のスリム化が求められている。

課題 Subject

ふるさとはひとつ

出典：霧島市公共施設管理計画（平成26年度）より

■ 地区別人口の推移

教育・子育て
◦�子ども医療費助成制度で未就学児は無料、小・
中学生は月額2,000円以上を助成。

◦�子育て支援センター、こどもセンター、放課後
児童クラブ、こども発達支援センターを設置。

◦�全学校の耐震化、天降川小学校新設、霧島市立
国分中央高校スポーツ健康科を新設。

危機管理・生活基盤
◦�公共交通が不足する地域の交通手段を確保する
ため、ふれあいバスなどを運行。

◦�幹線道路のバイパス、橋の新設に着工し、交通
渋滞の解消を推進。

◦�防災施設（防災行政無線、火山噴火対策のモー
ターサイレン・個別受信機・避難壕）の整備。市
民の命と財産を守るため防災計画の策定。

◦�市民サービスセンター「コア・よか」でパスポー
トや証明書類発行、税金などの納付などを利便
化（平成27年９月末で利用者13万4,000人）。

産業振興
◦�若尊鼻遊歩道、霧島神水峡遊歩道、新川渓谷遊
歩道、惣陣が丘展望台、塩浸温泉龍馬公園など
を整備。空港PRブースを設置。

◦�霧島茶と和牛が日本一を獲得。
◦�大規模な雇用調整時に関係機関と連携し、対策
本部を設置。具体的な支援策や雇用確保に向け
企業訪問活動を実施。

広域行政
◦�環霧島地域が日本ジオパーク認定。世界ジオ
パークネットワーク入りに挑戦中。

◦�市町境を超えた連携体制を構築するため、環霧
島会議・錦江湾奥会議を発足。

市民の一体感
◦�チャレンジデー、市民ミュージカルなどで地域
を越えた一体感がつくられた。

医療・福祉・健康
◦�霧島市立医師会医療センター手術棟、リハビリ
棟を建設。脳神経外科を設置。

◦�全地区自治公民館で健康生きがいづくり推進モ
デル事業を導入。

◦�介護保険ボランティアポイント制度、いきいき
チケットを導入。

環境
◦�環境基本条例・同計画、天降川等河川環境保全
条例・生活環境美化条例を制定。

◦�混植・密植によるふるさとの森づくり「10万本
植林プロジェクト」実施。

◦�一般廃棄物管理型最終処分場建設で、地元で
29回の説明会を実施し、743人が参加。庁内の
調整会議は７年間で178回。

情報発信
◦�常に合併効果を念頭に、市の魅力を織り込んだ
ハッピや名刺で国内外へトップセールスを心掛
けた。

◦�市政の最新情報の特集や、読者と双方向で親し
みがあり深読みしたくなるような「広報きりし
ま」の編集を陣頭指揮。全国広報コンクールで
は９年連続ベスト５入り。総務大臣賞など特別
賞も受賞。

10
年
間
の
主
な
取
り
組
み

出典：霧島市市町合併の検証市民アンケート（平成25年度実施）より

合併して悪くなったと思うことワースト10

0 5 10 15 20 25
（％）

特になし

税や各種費用など負担が増えた

地域格差が広がった

わからない

各種行政サービスが低下した

窓口が細分化されてわかりにくくなった

市としての一体感が薄れた

行政への関心が薄れた

市民意見が市政に反映されにくくなった

役所に相談などをしにくくなった 8.4%

9.6%

10.3%

11.8%
13.5%

15.0%

19.4%

20.1%

20.5%
25.9%

霧島市では平成25年度に合併協定項目に沿った合併の検証を行い
ました。市役所国分庁舎情報公開室、隼人庁舎・各総合支所情報
公開コーナーか、霧島市ホームページからご覧いただけます。

※昭和60年の人口を100とした指数。
※�平成22年までは国勢調査による実績値。平成27年度以降は推計値。

�問＝行政改革推進課  ☎（64）0952

１
市
６
町
の

合
併
か
ら
10
年
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10 Trajectory

大
好
き
で
す

霧
島
市

柏木 佑
ゆ う

加
か

さん（21）牧園蔵園 和寛さん（66）溝辺

稗
ひ え

田
だ

 實
さね　よし

義さん（75）隼人

元霧島ふるさと大使霧島市茶業振興会

クリーンアップ作戦参加者

１年間、霧島ふるさと大使と
して全国でまちのＰＲをさせて
いただきました。そこで黒酢
や温泉、水など霧島市の魅
力を知るファンが多いことを
知ってびっくりしました。同時
に、それらの魅力に囲まれて
暮らせる私たちがとても恵ま
れていることに気付きました。
現在ホテルマンとして働いて
いますが、これからもお客さ
まに霧島市の魅力を紹介しな
がら、さらに新たな魅力を探
していきたいです。

合併でまちの名前が全国的
な知名度を持つ「霧島」となり、
溝辺茶など市内の銘柄を「霧
島茶」へ統一。地域を超えた
会員同士で霧島市茶業振興
会を結成し、上質なお茶をつ
くるため互いの良さを学び合
いながらレベルアップを図っ
てきました。その結果、全国
茶品評会で団体戦、個人戦
でトップを獲得。いつか「お
茶といえば霧島」と言われるよ
うにみんなで頑張ろうと盛り
上がってきています。

原田 よし子さん（45）霧島

検診受診者

万が一に備えて乳がんや子
宮がんなど重大な病気の検
診は毎年受けるようにしてき
ました。合併前の女性がん
検診の受診期間は２日間程
度で、仕事の都合を合わせ
るのが大変。受診時はとて
も混雑していることもありまし
た。合併後は霧島地区以外
の地域でも受診できるように
なり、時間も短く済んでとて
も助かっています。子どもの
予防接種も同じように受けや
すくなってうれしいですね。

三谷 和久さん（38）国分
大阪からの移住者

移住説明会への参加がきっ
かけで妻と大阪から３年前に
移住してきました。霧島市の
魅力は自然と住みやすさが調
和しているところ。全国を旅
して多くのまちを見てきました
が、これだけ生活に不自由せ
ず、温泉、霧島山などの自然
もそろっているぜいたくなまち
はほかにありません。空港も
近くて、家から大阪の実家ま
で２時間くらいで帰ることが
できます。皆さんの人柄が温
かいのも魅力の一つですね。

子ども時代の遊び場だった小
浜海岸が次第に汚れていくの
を何とかしたくて、地域のみ
んなと協力して海岸清掃を続
けてきました。高齢化が進み
地域の力だけでは広い海岸
の清掃は苦労しましたが、合
併してからは小浜海水浴場
のクリーンアップ作戦に霧島
市内全域から応援に来てくれ
るようになって助かっています。
同じまちに住む者同士、山も
海も川もみんなで守る気持ち
が高まってほしいです。

W
e love kirishim

a city

霧
島
市
政
10
年
の
軌
跡

平
成
17
年
11
月�

�

１
市
６
町
が
合
併
し
霧
島
市
が
誕
生
。

平
成
18
年
４
月�

�

危
機
管
理
体
制
の
確
立
を
図
る
た
め
、
県
内
で
最

初
に
危
機
管
理
監
を
配
置
。

平
成
18
年
５
月�

�

市
の
施
策
や
計
画
策
定
に
市
民
の
声
を
生
か
そ
う

と
55（
ゴ
ー
ゴ
ー
）委
員
会
を
設
置
。

平
成
18
年
７
月�

�

首
都
圏
霧
島
市
ふ
る
さ
と
会
が
設
立
。

平
成
18
年
９
月�

�

霧
島
市
環
境
基
本
条
例
を
制
定
。

�
�

公
共
施
設
の
維
持
管
理
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
。

平
成
18
年
11
月�

市
民
憲
章
と
市
の
宣
言
を
発
表
。

平
成
18
年
12
月�

�

霧
島
市
安
心
安
全
ま
ち
づ
く
り
条
例
を
制
定
。

平
成
19
年
３
月�

�

霧
島
ブ
ラ
ン
ド
確
立
の
た
め
、
茶
の
各
振
興
会
の

統
一
を
目
指
し
、
霧
島
市
茶
業
振
興
会
を
設
立
。

平
成
19
年
７
月�

�

国
分
パ
ー
ク
プ
ラ
ザ
に
、
各
種
証
明
書
発
行
や
収

納
事
務
な
ど
を
取
り
扱
う
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
「
コ
ア
・
よ
か
」を
開
設
。

平
成
19
年
11
月�

�

鹿
児
島
県
、
宮
崎
県
の
５
市
２
町
で
地
域
活
性
化

を
目
的
に
環
霧
島
会
議
を
発
足
。

平
成
19
年
12
月�

�

霧
島
市
政
の
平
成
20
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で

の
運
営
指
針
と
な
る
第
一
次
霧
島
市
総
合
計
画
の

基
本
構
想
が
市
議
会
で
議
決
。

�
�

霧
島
市
生
活
環
境
美
化
条
例
、
霧
島
市
天
降
川
等

河
川
環
境
保
全
条
例
を
制
定
。

平
成
20
年
１
月�

�

市
役
所
の
本
庁
業
務
を
国
分
庁
舎
と
隼
人
庁
舎
に

分
庁
。

平
成
20
年
２
月�

�

霧
島
市
歌
、
愛
唱
歌
２
曲
、
音
頭
の
計
４
曲
を
霧

島
市
の
歌
と
し
て
制
定
。

平
成
20
年
４
月�

�

コ
ア
・
よ
か
で
パ
ス
ポ
ー
ト
発
給
事
務
を
開
始
。

�
�

消
防
局
を
除
く
各
部
に
グ
ル
ー
プ
制
を
導
入
。

平
成
20
年
11
月�

�

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
辛
島
美
登
里
さ
ん

に
第
１
号
と
な
る
お
じ
ゃ
ん
せ
霧
島
大
使
を
委
嘱
。

平
成
21
年
４
月�

�

健
康
生
き
が
い
づ
く
り
推
進
モ
デ
ル
事
業
を
開
始
。

平
成
21
年
10
月�

�

霧
島
市
議
会
基
本
条
例
を
制
定
。

平
成
22
年
１
月�

�

霧
島
市
医
師
会
医
療
セ
ン
タ
ー
に
脳
神
経
外
科
を

開
設
。

平
成
22
年
４
月�

�

霧
島
市
家
畜
伝
染
病（
口
蹄
疫
）対
策
本
部
会
議
を

い
ち
早
く
設
置
し
、
迅
速
な
対
応
で
口
蹄
疫
の
侵

入
を
防
止
。

�
�

天
降
川
小
学
校
を
開
校
。

平
成
22
年
７
月�

�

天
降
川
小
学
校
前
に
子
育
て
支
援
の
拠
点
、
霧
島

市
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
を
開
所
。

平
成
22
年
９
月�

�

環
霧
島
地
域
が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
。

�
�

福
山
地
区
に
ま
き
の
は
ら
運
動
公
園
オ
ー
プ
ン
。

広報きりしま  6
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10 Trajectory

合
併
し
て
10
年
、
市
民
の
皆
さ
ん
は

霧
島
市
を
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
の
か

地
元
の
声
を
聞
き
ま
し
た
。

恒吉 明美さん（73）福山 早渕 忍さん（58）横川

松元 輝美さん（69）霧島長里 紀
の り

亨
ゆ き

さん（36）国分 徳永 真美さん（37）隼人

霧島神楽保存会 山ヶ野ウオーク実行委員会

永水地区自治公民館長商工会議所青年部 キッズパーク利用者

もともと歴史や神話が好き
で、霧島神楽にも興味があり
ました。合併で霧島地区で行
われていた神楽の公民館講
座に通うことができるようにな
り、霧島神楽保存会に入り神
楽を踊る機会に出会えました。
神楽の新たな魅力や福山町
以外の素晴らしいところにも
気付くことができました。さら
に福山町のべぶ踊りなど郷土
芸能にも改めて目を向けるきっ
かけにもなりました。合併の
おかげで出会えたご縁です。

15年前から始めたウオーキン
グ大会でしたが、高齢化が
進み、山ヶ野地区で動ける人
が少なくなりました。横川町
内からのボランティアだけで
はスタッフが足りず、７年前か
らウオーキング参加者に石垣
の草取りを呼び掛けたところ、
今ではその多くが横川以外の
市内の方です。中には、自分
のふるさとのように愛情を注
いでくれる方も。合併してい
なかったら続けることは難し
かったと思います。

永水地区は地域の中心的な
学校を存続させるため子ども
を増やそうと20年ほど前か
ら山村留学を進めてきました。
合併で特認校制度ができた
おかげで、さらに子どもが増
えました。永水小の31人の児
童のうち13人が特認校で校
区外から通ってきます。地元
の子どもも友だちが増えて喜
んでいますし、「永水が好き」と
言ってもらえると地域の私たち
もうれしいです。子どもの笑い
声は地域の宝ですね。

合併後、霧島市のイベントや
産業を盛り上げようと、商工
会青年部と協力・連携を図っ
ています。市内各地で青年
団体が中心となって開催する
夏祭りを広く知ってもらおうと、
各夏祭りを巡るスタンプラ
リーを４年前から商工会青年
部と合同で始めました。年々
反応が増えてきて、手応えを
感じています。まちの活性化
を目指す同志としてこれから
も若い力を合わせていきたい
です。

10歳の長男と３歳の双子が
います。急用で子どもを預け
る必要があるときはコア・よか
にあるキッズパークの一時保
育サービスをよく利用していま
す。長男のときは知人に預け
るなど苦労しました。使用料
も安く双子でも快く受け入れて
くれるので本当に助かってい
ます。霧島市になってから医
療費助成なども充実して、子
育てに力を入れていると感じま
すね。このまちで子育てがで
きてよかったです。

平
成
23
年
１
月�

�

牧
之
原
支
所
に
福
山
総
合
支
所
新
庁
舎
が
完
成
。

福
山
地
区
に
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。

�
�

新
燃
岳
が
約
３
０
０
年
ぶ
り
と
な
る
大
噴
火
。

平
成
23
年
４
月�

�

霧
島
市
河
川
景
観
保
全
ア
ダ
プ
ト（
里
親
）制
度
開
始
。

平
成
23
年
８
月�

�

錦
江
湾
奥
に
位
置
す
る
４
市
で
地
域
活
性
化
を
目

的
に
錦
江
湾
奥
会
議
を
発
足
。

平
成
23
年
10
月�

�

関
西
圏
霧
島
市
ふ
る
さ
と
会
が
設
立
。

平
成
23
年
11
月�

�

第
65
回
全
国
お
茶
ま
つ
り
大
会
を
霧
島
市
で
開
催
。

全
国
茶
品
評
会
で
農
林
水
産
大
臣
賞
、
産
地
賞
を

獲
得
。

�
�

宮
脇
昭
氏
を
招
き
10
万
本
植
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

講
演
会
と
植
林
教
室
を
開
催
。

平
成
24
年
３
月�

�

若
尊
鼻（
わ
か
み
こ
の
は
な
）遊
歩
道
が
完
成
。

�
�

霧
島
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
を
制
定
。

平
成
24
年
４
月�

�

霧
島
市
道
路
ア
ダ
プ
ト（
里
親
）制
度
を
開
始
。

�
�

霧
島
市
こ
ど
も
発
達
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。

平
成
24
年
７
月�

�

霧
島
市
景
観
条
例
を
制
定
。

平
成
24
年
10
月�

�

鹿
児
島
空
港
ビ
ル
の
１
階
到
着
ロ
ビ
ー
に
霧
島
市

Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
を
設
置
。

�
�

第
10
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
で
優
等
賞
1
席�

農

林
水
産
大
臣
賞
を
獲
得
。

平
成
25
年
４
月�

�

県
内
初
と
な
る
霧
島
市
い
じ
め
問
題
対
策
支
援
室

を
設
置
。

平
成
25
年
６
月�

�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ「
Ｆ
Ｍ
き
り
し
ま
」が
開
局
。

平
成
25
年
10
月�

�

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
対
象
者
を
中
学
校
卒
業
ま

で
に
拡
充
。

平
成
26
年
１
月�

�

横
川
総
合
支
所
新
庁
舎
が
完
成
。

平
成
26
年
７
月�

�

霧
島
市
一
般
廃
棄
物
管
理
型
最
終
処
分
場
が
完
成
。

平
成
26
年
11
月�

�

ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
返
礼
制
度
を
開
始
。

平
成
27
年
３
月�

�

県
が
進
め
て
き
た
国
道
２
２
３
号
丸
尾
滝
橋
が
開
通
。

�
�

霧
島
神
宮
下
に
神
水
峡
遊
歩
道
が
完
成
。

�

福
山
町
の
惣
陣
が
丘
山
頂
に
展
望
台
が
完
成
。

�
�

鹿
児
島
工
業
高
等
専
門
学
校
と
産
学
官
連
携
協
力

協
定
を
締
結
。

平
成
27
年
４
月�

�

第
２
回
全
国
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
サ
ミ
ッ
ト
in
霧
島

を
開
催
。

�
�

第
一
工
業
大
学
と
産
学
官
連
携
協
力
協
定
を
締
結
。

平
成
27
年
５
月�

�

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
度
目
の
挑
戦
に
し
て
東
京
都

小
金
井
市
に
勝
利
。
人
口
10
万
人
以
上
で
参
加
率

80
％
を
越
え
た
の
は
史
上
初
の
快
挙
。

平
成
27
年
９
月�

�

中
部
圏
霧
島
市
ふ
る
さ
と
会
が
設
立
。

平
成
27
年
10
月�

�

福
岡
圏
霧
島
市
ふ
る
さ
と
会
が
設
立
。

ふるさとはひとつ１
市
６
町
の

合
併
か
ら
10
年
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Next decade

中
山
間
地
域
で
は
人
口
減
少
が
進
ん
で
い
ま

す
が
。

市
長
　
数
字
上
は
確
か
に
そ
う
で
す
が
、
中

山
間
へ
の
移
住
促
進
施
策
を
全
国
で
も
い
ち

早
く
打
ち
出
し
、
大
き
な
成
果
を
挙
げ
ま
し

た
。
こ
の
施
策
が
な
け
れ
ば
、
さ
ら
に
人
口

減
に
拍
車
が
掛
か
っ
て
い
た
は
ず
で
す
。
中

山
間
地
域
の
活
性
化
に
は
こ
れ
か
ら
も
最
大

限
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

山
口
　
全
国
的
な
少
子
高
齢
化
で
ほ
と
ん
ど

の
自
治
体
は
人
口
減
が
避
け
ら
れ
な
い
状
況

山
口
　
ま
ず
、
こ
の
10
年
で
一
番
力
を
入
れ

て
き
た
こ
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

市
長
　
や
は
り
合
併
し
た
７
つ
の
ま
ち
の
気

持
ち
を
一
つ
に
す
る
と
い
う
こ
と
に
尽
き
ま

す
。「
市
民
が
主
役
」「
開
か
れ
た
、
活
力
あ

る
、
公
平
公
正
な
市
政
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
全

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
公
共
料
金

の
統
一
な
ど
大
変
難
し
い
判
断
も
あ
り
ま
し

た
が
、
ご
理
解
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
改
め

て
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
で
す
。

山
口
　
こ
の
10
年
で
ま
ち
が
一
つ
に
な
っ
た

と
思
う
印
象
的
な
出
来
事
は
何
だ
っ
た
で

し
ょ
う
か
。

市
長
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
や
市
民
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
な
ど
は
、
ま
さ
に
多
く
の
方
々
の
気
持

ち
を
一
つ
に
し
ま
し
た
。
一
方
で
口こ

う

蹄て
い

疫え
き

、

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
新
燃
岳
噴
火
、
豪
雨

災
害
な
ど
の
大
き
な
危
機
を
み
ん
な
で
乗
り

越
え
て
き
た
こ
と
な
ど
も
特
に
印
象
深
い
で

す
ね
。
こ
れ
ら
の
感
動
と
危
機
へ
の
対
応
が
、

少
し
ず
つ
霧
島
市
と
し
て
の
一
体
感
を
つ

く
っ
て
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

山
口
　
合
併
で
ま
ち
が
大
き
く
な
り
、
期
待

で
き
る
効
果
に
生
活
圏
の
一
体
化
が
あ
り
ま

す
。
今
後
の
展
望
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

ま
す
か
。

市
長
　
都
市
部
の
一
体
化
と
渋
滞
緩
和
を
図

る
た
め
、
住
吉
運
動
公
園
か
ら
自
衛
隊
北
側

に
抜
け
る
道
路
や
し
ら
さ
ぎ
橋
と
、
市
民

プ
ー
ル
か
ら
第
一
工
大
へ
抜
け
る
幹
線
道
路

の
整
備
を
進
め
ま
す
。
こ
れ
ら
は
将
来
、
ま

ち
の
活
性
化
に
大
き
く
貢
献
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
隼
人
駅
東
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
を

着
実
に
進
め
な
が
ら
、
東
西
か
ら
利
用
で
き

る
駅
に
で
き
な
い
か
、
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス

を
生
か
し
た
交
通
網
の
拠
点
、
周
辺
に
は
多

様
な
年
齢
層
が
く
つ
ろ
げ
る
憩
い
の
場
が
で

き
な
い
か
模
索
中
で
す
。
将
来
、
国
分
と
隼

人
の
市
街
地
を
結
ぶ
核
と
な
り
、
都
市
機
能

の
相
乗
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

山
口
　
都
市
部
の
人
口
が
増
加
す
る
反
面
、

初
代
市
長
と
し
て
霧
島
市
の
舵か

じ

取
り
を
し
て
き
た
前
田
終
止
市
長
。

南
九
州
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ネ
ッ
ト
株
式
会
社
代
表
取
締
役
会
長
の

山
口
馨か

お
るさ
ん
と
の
対
談
で
、
こ
の
10
年
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

こ
れ
か
ら
の
市
政
経
営
へ
の
思
い
を
聞
き
ま
し
た
。

次
の
10
年
に
向
け
て

山口馨（80）／出水市出身。北九州大学（現北九州市
立大学）卒業。大分ヤクルト販売㈱・鹿児島東部ヤク
ルト販売㈱代表取締役を歴任、現在は㈱ヤクルト本
社顧問。平成9年南九州ケーブルテレビネット㈱設立。
平成24年同社代表取締役会長。元日本ケーブルテレ
ビ連盟九州支部理事副支部長、現霧島市民音楽祭実
行委員など。隼人町在住。

広報きりしま  8



Next decade

だ
と
思
い
ま
す
。
人
が
減
る
と
税
収
も
減
る
。

財
政
に
も
影
響
が
出
ま
す
。
こ
の
難
問
に
、

ど
う
対
処
し
て
い
く
つ
も
り
で
し
ょ
う
か
。

市
長
　
人
口
増
や
景
気
対
策
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
ま
ち
の
魅
力
の
創
出
が
必
要
で
す
。
そ
れ

に
は
「
働
く
場
所
の
確
保
」
が
大
前
提
。
霧

島
市
で
は
こ
の
10
年
、
地
方
創
生
に
先
駆
け

て
企
業
誘
致
に
力
を
入
れ
、
１
２
５
０
人
以

上
の
雇
用
を
生
み
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
今
回

の
日
本
郵
便
関
係
企
業
の
誘
致
成
功
が
つ

く
っ
た
５
０
０
人
以
上
の
雇
用
へ
の
期
待
は

「
地
方
創
生
」
そ
の
も
の
と
い
え
ま
す
。
地

域
拠
点
都
市
と
し
て
今
後
も
頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

山
口
　
確
か
に
、
雇
用
は
個
人
や
地
域
の
経

済
に
不
可
欠
で
す
か
ら
ね
。

市
長
　
さ
ら
に
、
ま
ち
が
安
心
安
全
で
あ
っ

て
初
め
て「
こ
こ
に
住
み
た
い
」と
思
い
ま
す
。

住
ん
で
み
て
、
そ
こ
で
初
め
て
医
療
・
福
祉
・

で
ま
ち
の
魅
力
発
信
に
全
力
を
尽
く
し
、
国

際
空
港
を
持
つ
都
市
と
し
て
世
界
中
の
皆
さ

ん
を
気
持
ち
良
く
「
お
も
て
な
し
」
で
き
る

体
制
を
整
え
ま
す
。
そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
さ
ら

な
る
企
業
誘
致
や
６
次
産
業
化
に
つ
な
げ
、

ま
ち
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。
そ
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
世
代
の
皆
さ
ん
が
大
き
な
夢
を
抱
け

る
よ
う
な
希
望
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
た
い
で

す
。

山
口
　
霧
島
市
な
ら
き
っ
と
で
き
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
で
す
。

市
長
　
ま
か
せ
て
く
だ
さ
い
。「
日
本
一
の

ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
さ
ら
に
全

力
投
球
し
て
い
き
ま
す
よ
。

子
育
て
の
充
実
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
先

に
、
自
然
・
交
通
環
境
、
教
育
、
文
化
な
ど

が
あ
る
。
霧
島
市
は
南
九
州
の
交
通
の
要
衝

で
、
日
本
有
数
の
素
晴
ら
し
い
自
然
環
境
と

歴
史
・
文
化
が
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
将
来
を

見
据
え
地
の
利
を
生
か
し
た
舵
取
り
を
、
合

併
当
初
か
ら
一
貫
し
て
続
け
て
い
ま
す
。

山
口
　
霧
島
市
は
情
報
発
信
に
も
積
極
的
だ

と
感
じ
ま
す
。
市
民
が
地
元
を
も
っ
と
好
き

に
な
る
た
め
や
、
企
業
誘
致
や
観
光
客
の
誘

客
、
定
住
の
た
め
に
は
、
霧
島
市
の
魅
力
を

も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
と
思
う

の
で
す
が
。

市
長
　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
全
国
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
「
広
報
き
り
し
ま
」
で
市
政
情

報
や
ま
ち
の
魅
力
を
深
く
掘
り
下
げ
て
お
伝

え
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
今
は
発
信
の
仕
方

次
第
で
１
あ
る
魅
力
を
10
に
も
１
０
０
に
も

で
き
る
時
代
。
世
界
中
の
人
々
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
る
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ

タ
ー
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
積
極
的
な
活
用
や
、

全
国
都
市
部
に
い
る
郷
土
出
身
者
や
霧
島

フ
ァ
ン
で
つ
く
る
「
霧
島
ふ
る
さ
と
会
」
と

連
携
を
強
め
な
が
ら
情
報
発
信
し
て
い
き
ま

す
。

山
口
　
私
ど
も
地
元
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
も
、

光
回
線
も
含
め
、
ま
す
ま
す
霧
島
市
の
情
報

発
信
に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
は
最
後
に
、
前
田
市
長
は
未
来

の
霧
島
市
を
ど
の
よ
う
に
思
い
描
い
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

市
長
　
霧
島
市
に
は
す
で
に
世
界
的
な
企
業

が
あ
り
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
も
目
指
し

て
い
ま
す
。
来
年
は
龍
馬
が
霧
島
の
地
を
訪

れ
て
か
ら
１
５
０
年
の
節
目
。
世
界
に
目
を

向
け
た
龍
馬
の
よ
う
に
、
霧
島
市
も
さ
ら
に

世
界
に
目
を
向
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
２

０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
は
日
本
に
多
く
の
外
国
人
観
光

客
が
訪
れ
ま
す
。
私
自
ら
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

前田終止    　 山口 馨

市制施行10周年記念式典
霧島市誕生10周年を市民の皆さんと祝うため、
記念式典を開催します。
◦期日＝11月７日（土）午前９時30分～ 11時45分
◦場所＝霧島市民会館
◦�内容＝霧島市10年のあゆみの上映、市の発展のため
に尽力されている方への市政功労者表彰、市内小・中・
高校生による未来の霧島市へのメッセージ発表など。
※席に限りがあります。
問＝総務課市民運動推進室  ☎（64）0915

霧島市の未来を熱く語る前田終止市長（68）

ふるさとはひとつ１
市
６
町
の

合
併
か
ら
10
年
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国分中央高校ダンス部が８月上旬に神戸市で開かれた全
日本高校・大学ダンスフェスティバル高校コンクールの部
で３位となる神戸市長賞を獲得。平成20年に続き２度目
の受賞で、同大会への出場は10年連続。主将で３年の有
薗はづきさん（18）は「みんなで作り上げた演技が評価され
てうれしかった。次は市民の皆さんにぜひ観てもらいたい」
と11月14日に霧島市で開催される国民文化祭ダンスの祭
典への意欲をみせました。

カボチャの重さを競うビッグパンプキン重量コンテスト
が８月23日、大隅横川駅で開かれ、54個の巨大カボチャ
が出品されました。同コンテストは大隅横川駅保存活用実
行委員会が開催したもので、今回で３回目。優勝したのは、
さつま町の小松園義久さんが出品した、重さ75㌔、胴回
り約２㍍の巨大カボチャでした。

巨
大
カ
ボ
チ
ャ

54
個
が
ず
ら
り

県内で早春に開催される３つのウオーキングイベントを
「かごしま春の３大ウオーク」と称し、各大会や県内観光の活
性化につなげようとする協定式が８月26日、霧島市役所で
ありました。３大ウオークは、指宿市の「いぶすき菜の花マー
チ」、南さつま市の「南さつま海道鑑真の道歩き」、本市の「龍
馬ハネムーンウォークinきりしま」。発起人で実行委員長で
もある南さつま市の本坊輝雄市長（写真中央）と指宿市の豊
留悦男市長（写真左）、霧島市の前田終止市長が協定書に署
名しました。

春の３大ウオーク協定を締結

国分中央高ダンス部全国３位

少林寺流国際親善空手道選手権大会が８月、台湾で行われ、
５人が優秀な成績を収めました。中学校型の部で優勝した隼
人中学校２年の上

かみ

村
むら

大
たい

心
しん

君（13）（後列右）は「全国大会で優勝
できなかった悔しさをバネにして、練習に励みました。国際
大会で優勝できてうれしい」と喜びました。

隼人工業高校の男子弓道部が、８月に行われた近畿総体
弓道男子団体の部で６位に入賞しました。３年の田原博

ひろ

斗
と

さん （18）（前列中央）は「悔しさは残るが、インターハイで
結果を残せて良かった」と話しました。

少
林
寺
錬
心
館

国
際
大
会
で
入
賞

弓
道
男
子

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で

６
位

き り し ま タ イ ム ズ

The Kirishima Times
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市内の学生と写真クラブからの投稿写真紹介「スナップ×スナップ」

天降川河口で干潮の時にできる干潟。カニの目線の
高さで、ブルーシートを敷き、日傘を差して約２時間か
けて撮影しました。強い日差しと照り返しの中、中腰で
カメラをのぞき大変な撮影でしたが、飛来した野鳥と
カニの撮影ができたときの喜びは大きかったです。改
めて自然写真の撮影は忍耐力が大切だと感じました。
【撮影データ】絞り5.6　シャッター1/800　ISO800

隼人の工業技術センター前に広がる田んぼは、実を大
きく実らせて重くなった穂先を傾けていました。田んぼを
抜ける電車は通過するたびに稲穂を揺らし、まるで黄
金色の波のようでした。写真を始めて半年ですが、構
図や設定を学んで撮影の技術を磨いていきたいです。
【撮影データ】絞り3.7、シャッター1/1250、ISO100

鹿児島第一医療リハビリ専門学校２年　写真サークル

堂園 利春さん（67）  隼人町神宮、写真歴５年

金丸 佑也さん（20）  写真歴半年

Waves of golden

干潟の風景

８月に奈良県で行われた近畿総体柔道女子
52㌔級で、国分中央高校３年で柔道部の前野
彩さん（18）が昨年の57㌔級ベスト８を上回る
３位になりました。優勝を逃し悔しさをにじま
せた前野さんは「体力と精神力が足りなかった。
大学に進みもっと強くなりたい。目標は鹿児島
国体で勝つこと」と新たな目標を見据えていま
した。

柔道女子インターハイで3位

隼人工業高校３年の湊綾佳さん（18）が８
月に行われた近畿総体弓道女子個人の部で２
位に入賞しました。９月28日から開催され
た和歌山国体少年少女遠的の部でも順調に勝
ち進み、団体２位、翌29日の近的の部では
団体３位に輝きました。

弓道女子インターハイで2位

11  Kirishima City Public Relations, 2015.10, Vol.218, Japan



も
の
づ
く
り
は
、
設
計
を
考
え
て
い

る
と
き
と
そ
の
通
り
に
動
い
た

と
き
が
一
番
楽
し
い
で
す
」。
そ
う
話
す
の

は
、
鹿
児
島
工
業
高
等
専
門
学
校
電
気
情
報

シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
科
２
年
の
脇
蕉し

ょ
う

太た

さ
ん

（
22
）で
す
。

脇
さ
ん
は
20
歳
の
と
き
に
合
格
率
４
％
と

も
い
わ
れ
る
難
関
の
※

第
二
種
電
気
主
任
技

術
者
の
資
格（
電
験
二
種
）を
取
得
し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
も
の
づ
く
り
が
大
好

き
だ
っ
た
脇
さ
ん
。「
父
が
学
生
時
代
に
電

気
関
係
の
勉
強
を
し
て
い
た
影
響
で
、
子
ど

も
の
こ
ろ
に
買
っ
て
く
れ
た
の
が
、
電
子
部

品
を
組
み
合
わ
せ
て
簡
単
な
ロ
ボ
ッ
ト
や
ス

ト
ッ
プ
ウ
オ
ッ
チ
な
ど
を
作
る
お
も
ち
ゃ
で

し
た
」
と
懐
か
し
そ
う
に
話
し
ま
す
。

機
械
を
思
い
通
り
に
動
か
せ
る
電
気
の
面

白
さ
に
の
め
り
込
ん
で
い
っ
た
脇
さ
ん
は
、

も
の
づ
く
り
の
環
境
が
整
っ
て
い
る
鹿
児
島

高
専
電
気
電
子
工
学
科
に
入
学
し
ま
す
。
高

専
で
は
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究
部
に
入
部
。

３
年
生
の
と
き
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
高
専
ロ
ボ
コ
ン

（
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
）
に
出
場
し
ベ
ス

ト
８
に
入
り
ま
す
が
、
全
国
の
レ
ベ
ル
の
高

さ
を
痛
感
し
ま
す
。

「
ロ
ボ
コ
ン
は
単
に
勝
つ
だ
け
で
は
な
く
、

ア
イ
デ
ア
や
技
術
力
も
競
い
ま
す
。
自
分
は

“
で
き
る
ほ
う
”だ
と
自
信
が
あ
り
ま
し
た
が
、

全
国
で
は
ま
だ
ま
だ
だ
と
思
い
知
り
ま
し

た
」半

年
間
ほ
ど
落
ち
込
ん
だ
と
い
う
脇
さ
ん

で
す
が
「
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
、
何
か

目
標
を
持
と
う
」
と
電
気
主
任
技
術
者
試
験

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

21
歳
の
と
き
に
国
立
大
学
卒
業
と
同
等
の

資
格
が
取
得
で
き
る
専
攻
科
に
進
み
、
今
は

電
気
自
動
車
な
ど
で
使
っ
て
い
る
電
気
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
、
さ
ら
に
効
率
良
く
使
う
方
法
を

研
究
し
て
い
ま
す
。
来
年
４
月
か
ら
は
東
京

工
業
大
学
大
学
院
に
進
学
予
定
で
「
将
来
は

電
気
自
動
車
の
性
能
を
上
げ
、
普
及
に
も
関

わ
り
た
い
」
と
力
強
く
話
し
ま
す
。

夢
は
「
み
ん
な
の
生
活
に
役
に
立
つ
、
地

球
環
境
に
貢
献
で
き
る
技
術
者
に
な
り
た

い
」
と
話
す
脇
さ
ん
。
そ
の
瞳
は
未
来
を
見

据
え
て
い
ま
す
。

夢のカタチ �
未来の夢を追う子どもたちの今を描きます

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
改
善
に
取
り
組
む
脇
さ
ん

鹿児島高専史上初
在学中電験二種取得

夢は技術者
みんなの暮らしと
地球環境に貢献したい

このコーナーでは、各分野で活躍する子どもたちを紹介します。
夢に向かって頑張る子どもたちを、ぜひ応援してください。

鹿児島工業高等専門学校
電気情報システム工学
専攻科２年

脇 蕉
しょう

太
た

さん（22）

YELL

ロボコンで培われた粘り強さ
が、逆に自分を追い込んでし
まうことが度々ありましたね。
でも先輩方や仲間たちに支
えられ、共に高専魂で乗り
越えてきました。感謝の思い
を忘れず、これからも夢に向
かってチャレンジしてください。

母・正子さん（61）

エール

※�電圧が 17万ボルト未満の事業用電気工作物の工事などを監督できる資格。
広報きりしま  12
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男
の
子
が
ど
ん
ぐ
り
を
土
に
埋

め
ま
し
た
。
ど
ん
ぐ
り
は
芽
を
出

し
、
や
が
て
大
き
な
木
に
な
り
…
。

移
り
変
わ
る
暮
ら
し
を
、
年
代
を

追
っ
て
描
い
た
絵
本
。

い
っ
ぽ
ん
の
木
の
そ
ば
で

大
工
園 

認　
写
真
・
文

雄
し
べ
・
雌
し
べ
の
出
現
時
期
や

活
性
期
が
ず
れ
る
雌し

雄ゆ
う

異い

熟じ
ゅ
くの

現

象
を
追
究
し
た
異
色
の
観
察
図
鑑
。

２
４
１
種
掲
載
。

植
物
観
察
図
鑑 

植
物
の

多
様
性
戦
略
を
め
ぐ
っ
て

で
き
た
ば
か
り
の
公
立
小
中
一
貫

校｢

栗く
り

栖す

の
丘
学
園｣

に
通
う
こ

と
に
な
っ
た
主
人
公
。
古
事
記
を

ベ
ー
ス
に
し
た
、
学
園
異
能
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
。

富
安 

陽
子　
著

Ｇ
．ブ
ラ
イ
ア
ン
・
カ
ラ
ス　

作

町
長
秘
書
の
兄
は
、
町
が
主
催

の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催
を
も
く

ろ
ん
で
い
た
。
高
校
陸
上
部
の
弟

は
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
走
る
た
め
、

チ
ー
ム
を
結
成
し
…
。

あ
さ
の 

あ
つ
こ　
著

チ
ー
ム
Ｆ
に
つ
い
て

天あ
め

と
地つ

ち

の
方
程
式 

１

新

紹

介

刊

隼人図書館
臨時休館のお知らせ

蔵書点検のため
次の期間
休館します。

⃝ 日時＝11月10日（火）～13日（金）
※ 休館中に図書の返却をする方

は、図書館の入口に返却ポス
トを設けていますので、ご利
用ください。

���問＝隼人図書館 ☎（43）7574

イベント名 日　　時［対　象］ 場　　所
ほるとの森おはなし会 10月24日（土）、11月28日（土） 14：00 ～ 14：30

国分図書館
☎（64）0918

赤ちゃんとわらべうた・えほんのへや
（りんごの木） 11月 2日（月）10：30 ～ 11：00

幼児と小学生のためのおはなしの部屋
（りんごの木） 11月 7日（土）10：30 ～ 11：30　

おはなしの部屋
11月 6日（金） 11：00 ～ 11：30［赤ちゃん］
11月 5日（木） 16：00 ～ 16：30［幼児］
10月18日（日）、11月15日（日） 11：00 ～ 11：30［幼児･小学生］

隼人図書館
☎（43）7574

語りの部屋（語りの会あもり） 11月 8日（日） 11：00 ～ 11：40

おはなしの時間（紙ふうせん） 10月19日（月）15：30 ～ 16：30 霧島図書室
☎（57）0316

おはなし広場 10月24日（土）10：00 ～ 11：00 福山図書室
☎（56）2026

き
の
う
の
影
踏
み
／
辻
村
深
月

虚
栄
／
久
坂
部
羊

ギ
リ
ギ
リ
／
原
田
ひ
香

う
ず
ら
大
名
／
畠
中
恵

天
空
の
約
束
／
川
端
裕
人

我
が
家
の
ヒ
ミ
ツ
／
奥
田
英
朗

霧　

ウ
ラ
ル
／
桜
木
紫
乃

新
し
い
十
五
匹
の
ネ
ズ
ミ
の
フ
ラ
イ
／
島
田
荘
司

犬
の
掟
／
佐
々
木
譲

こ
こ
は
私
た
ち
の
い
な
い
場
所
／
白
石
一
文

飛
田
和
緒
さ
ん
が
習
っ
た 

と
び
き
り
お
い
し
い

マ
マ
の
お
菓
子
／
小
黒
き
み
え
・
飛
田
和
緒

便
利
で
快
適
！
農
家
の
手
づ
く
り
野
良
着
／
農
文
協

テ
レ
ビ
の
ず
る
や
す
み
／
村
上
し
い
こ

２
分
の
１
成
人
式
／
井
上
林
子

ア
カ
シ
ア
書
店
営
業
中
！
／
濱
野
京
子

ど
う
ぶ
つ
え
ん
は 

お
お
さ
わ
ぎ
／
二
宮
由
紀
子

図書館へ行こう
http://www.lib-kirishima.jp/

国分図書館

イベント
案内

国分図書館読書まつり
本からはじまる学習活動推進運動
◦日時＝11月15日（日）午前９時45分～午後３時
◦場所＝国分図書館･メディアセンター前ロビー
◦�内容＝お話し会、本のリサイクル市、楽しい工
作、ミニコンサートほか。
※茶ノミコトくんやアヒル隊長も登場します。
�問＝国分図書館  ☎（64）0918
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◎国分重久

伊地知智
ち

利
り

子
こ

さん（61）

な
ぜ
か
元
気
に
な
る

Taste of m
em

ories

�

背
が
高
く
て
す
て
き
な
父

が
大
好
き
で
、
い
つ
も

引
っ
付
い
て
い
ま
し
た
」
そ
う
話

す
の
は
伊
地
知
智ち

利り

子こ

さ
ん（
61
）。

父
・
定さ

だ
むさ
ん
は
農
作
業
を
し
な

が
ら
庭
で
は
鶏
を
飼
い
、
猟
を
し

た
り
、
う
な
ぎ
を
捕
っ
た
り
と
、

必
要
な
食
材
の
ほ
と
ん
ど
を
自
給

自
足
で
賄
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん

な
定
さ
ん
が
雨
な
ど
で
農
作
業
を

休
ん
だ
日
に
作
っ
て
く
れ
た
の
が

“
焼や

っ
だ
ご
”
で
し
た
。

「
父
は
風
呂
た
き
の
残
っ
た
炭

火
を
七
輪
に
入
れ
て“
焼
っ
だ
ご
”

を
焼
い
て
く
れ
ま
し
た
。
炭
火
で

焼
く
と
、
香
ば
し
い
香
り
が
漂
っ

て
き
て
、
父
と
一
緒
に
七
輪
の
そ

ば
で
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
焼
き
あ

が
る
の
を
待
っ
て
い
ま
し
た
」

黒
糖
と
小
麦
粉
で
作
る
焼
っ
だ

ご
は
、外
は
し
っ
か
り
、中
は
し
っ

と
り
。
断
面
か
ら
は
甘
い
黒
糖
が

溶
け
出
て
、
当
時
の
伊
地
知
さ
ん

の
一
番
身
近
な
お
や
つ
で
し
た
。

高
校
を
卒
業
後
、
東
京
に
就
職

が
決
ま
っ
た
伊
地
知
さ
ん
は
「
ふ

る
さ
と
を
離
れ
る
寂
し
さ
の
中
、

駅
の
ホ
ー
ム
で
弁
当
と
お
茶
を
持

た
せ
て
く
れ
た
父
の
少
し
寂
し
げ

な
表
情
が
今
も
心
に
残
り
ま
す
」

と
話
し
ま
す
。

仕
事
も
安
定
し
、
結
婚
し
た
伊

地
知
さ
ん
は
埼
玉
に
住
所
を
移
し

２
人
の
娘
に
も
恵
ま
れ
ま
す
。
や

が
て
小
学
生
に
な
っ
た
娘
た
ち

は
、
夏
休
み
を
霧
島
で
過
ご
す
よ

う
に
な
り
定
さ
ん
の
焼
い
て
く
れ

る
焼
っ
だ
ご
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
娘
も
今
で
は
母
親
に
な
り
、

子
ど
も
た
ち
の
お
や
つ
に
焼
っ
だ

ご
作
り
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

定
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
今
年
で

６
年
。
現
在
国
分
で
暮
ら
す
伊
地

知
さ
ん
は
「
今
も
焼
っ
だ
ご
を
作

る
と
父
が
七
輪
で
焼
い
て
い
た
時

の
風
景
や
、
た
く
さ
ん
遊
び
に
連

れ
て
行
っ
て
く
れ
た
こ
と
、
普
段

は
無
口
だ
け
ど
お
酒
を
呑
ん
だ
と

き
は
笑
顔
で
よ
く
し
ゃ
べ
る
優
し

い
父
の
面
影
を
思
い
出
し
ま
す
」

と
目
を
潤
ま
せ
ま
す
。

出
来
立
て
の
焼
っ
だ
ご
に
包
丁

を
入
れ
る
と
一
層
広
が
る
甘
い
香

り
。
そ
の
香
り
が
運
ぶ
定
さ
ん
と

の
思
い
出
は
、
時
が
経
っ
て
も
変

わ
ら
ず
胸
の
中
で
温
か
く
残
っ
て

い
ま
す
。

父の思い出が詰まった「焼っだご」

〈材　料〉（18㌢フライパン使用）
� �小麦粉（100g）、粉末黒砂糖（60g）、固形黒糖（適量）、

重曹（小さじ2/3）、菜種油、水（100cc）

〈作り方〉	 ① �固形黒糖を５㍉角程度に荒削りする。
� ② 材料を全てボウルに入れ、全体がなじむまで混ぜる。
� ③ フライパンに菜種油を延ばし、②を流し込んで弱火で焼く。
� ④ �周囲が焼けてきたら、ひっくり返し、箸をさして中の生地

が付いてこなくなるまで焼く。

焼
っ
だ
ご

FMきりしま

（周波数：76.9MHz）で、

この「思い出の味」を

鹿児島弁で紹介します。

◦放送日時
＝10月22

日（木）午後
３時30分～

、

　（再放送
）10月23日

（金）午前
10時30分

～

◦コーナー
名＝「Junj

unと堀ちゃ
んの

　かごっま
弁で語いも

んそぉ」
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ＭＢＣラジオのパーソナリティとして県内各地の魅力を
伝える上園歩美さん（24）。

｢国分平山が私のふるさと。百
ひゃく

武
たけ

彗
すい

星
せい

が発見された場所
で、星空がすごくきれい。当時は平山やまびこ太鼓を習っ
ていて、仲間が集まればバーベキューやソフトボールをし
て遊びました｣

父親の仕事の都合で、県内の引っ越しが多かった上園さ
んは好奇心旺盛で、学生時代も転校先の学校でさまざまな
部活やボランティアに取り組みました。そんな中、一番の
めり込んだのが釣りだといいます。

｢最初の師匠は国分の下井海岸でキスやアジを釣ってい
た父でした。父に教えられ、竹の先に糸と仕掛けを付けて、
川魚を釣っていました。仕掛けの長さや針の大きさをいろ
いろと試しながら釣るのが楽しくて、中学の夏休みは平山
の川で毎日釣りをしていました｣

次第に釣りの腕も上達した上園さんは、どんどん釣りの
魅力に引き込まれていきました。社会人になり、堤防や磯、
船釣りまで積極的に挑戦するようになり、今では釣り雑誌

への執筆のほか、７月からは釣りのラジオ番組も担当して
います。

プライベートでも霧島市内の海岸沿いに出掛ける上園さん。
しかし、この霧島の自然の中で心を痛めることもあります。

｢釣り場で、多くのごみを見掛けることがあります。釣
り人に限らず、自分のごみは持ち帰る
のがルールです｣

自然を守るため、錦江湾クリーン
アップ作戦にも参加する上園さんは、
現在ダイビングの資格を取得中です。

｢海のお掃除屋さんというダイバー
がいることを知って、資格を取ろうと
思いました。海を大切にして、いつか
釣りや魚の料理の仕方を子どもたちに
教える教室を霧島市で開きたいです｣
夢を実現するため、これからも上園さ
んは海を守り、その魅力を探求し続け
ます。

若者の若者による、若者ためのコーナー

私のオススメ（まちで出会ったおしゃれな若者にお勧めスポットを聞きました）

海を守り、その魅力を探求し続ける。

りえ
[霧島のお勧めスポット]�
おしゃれなカフェめぐりに

はまっています。

和田
[霧島のお勧めスポット]�
鹿児島空港の展望デッキと
ソラステージが最高。

アベさん・アベちゃん
[霧島のお勧めスポット]�
妙見温泉が好きです。

雰囲気が好きでよく行きます。

りえ・あすか・ゆま
[霧島のお勧めスポット]�
大浪池と新燃荘。

登山の後の温泉が気持いい。

まいこ・かつまさ
[霧島のお勧めスポット]�
霧島神宮がお勧め。

厳かな雰囲気が好きです。

�
今回のナビゲーターは、南九州ケーブルテレビネットのリポーター帖佐伶

れ

美
み

さん（23）です。
私が今回紹介するのは、ＭＢＣラジオのポニーメイツとして活躍する上園歩美さんです。チャレンジ精神旺盛で、釣り
はプロ並みの腕前。ラジオの中継ではいつも元気いっぱいです。

上
うえ

園
ぞの

 歩
あゆ

美
み
さん（24）

ＭＢＣポニーメイツとし
て各地からレポートを
行う。中学高校時代を
国分平山で過ごす。海
以外にも、マラソンや
登山などにも挑戦する。
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❶廃材を利用したアクセサリー　❷制作期間１か
月を要した大花器　❸色鮮やかな薩摩切子のタ
ンブラー　❹底に菊の文様が施されている薩摩
切子　❺弟子丸さんが生み出した「霧島切子」　
❻国道10号線から見える桜島を描いたステンドグ
ラス　❼光で透かしてぼかしを入れる匠の技

❺
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国
分
清
水
の
閑
静
な
住
宅
街
に
あ
る
「
美

の
匠
ガ
ラ
ス
工
房
弟で

子し

丸ま
る

」
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
は
、
色
鮮
や
か
な
薩
摩
切
子
が
出
迎
え

て
く
れ
ま
す
。
そ
こ
で
県
内
に
約
10
人
ほ
ど
し

か
い
な
い
薩
摩
切
子
師
と
し
て
、
日
々
技
を
磨

い
て
い
る
の
が
弟
子
丸
努つ

と
むさ

ん（
47
）で
す
。

弟
子
丸
さ
ん
が
薩
摩
切
子
と
初
め
て
出
会
っ

た
の
は
高
校
３
年
生
の
と
き
。
手
先
が
器
用
な

弟
子
丸
さ
ん
に
進
路
の
選
択
肢
の
一
つ
に
と
、

学
校
の
先
生
の
勧
め
で
鹿
児
島
市
の
尚

し
ょ
う

古こ

集し
ゅ
う

成せ
い

館か
ん

を
訪
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

「
一
瞬
に
し
て
目
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。
江
戸

時
代
の
薩
摩
切
子
の
見
事
な
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
や

鮮
や
か
な
色
使
い
に
引
き
込
ま
れ
、
自
分
の
手

で
作
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

高
校
卒
業
後
、
切
子
師
を
目
指
し
て
薩
摩
ガ

ラ
ス
工
芸
（
現
在
の
島
津
興
業
）
に
入
社
。
幕

末
の
動
乱
の
中
で
途
絶
え
て
い
た
薩
摩
切
子
の

復
元
に
携
わ
り
ま
す
。

「
薩
摩
切
子
は
細
か
い
模も

様よ
う

や
“
ぼ
か
し
”

と
呼
ば
れ
る
独
特
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
が
特
徴
。

表
面
に
あ
る
カ
ッ
ト
の
線
の
角
度
ま
で
決
ま
っ

て
い
ま
す
。
残
さ
れ
て
い
た
文
献
を
頼
り
に
、

カ
ッ
ト
の
仕
方
や
ぼ
か
し
を
出
す
た
め
の
技
法

を
何
度
も
挑
戦
し
な
が
ら
体
で
覚
え
ま
し
た
」

薩
摩
ガ
ラ
ス
工
芸
で
８
年
間
、
薩
摩
切
子
の

基
本
を
学
ん
だ
弟
子
丸
さ
ん
は
、
自
分
で
新
し

い
薩
摩
切
子
を
作
り
た
い
と
、
27
歳
の
と
き
に

当
時
の
上
司
と
一
緒
に
「
薩
摩
び
ー
ど
ろ
工

芸
」
を
立
ち
上
げ
ま
す
。
そ
こ
で
弟
子
丸
さ
ん

は
、
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
提
案
で
黒
色
の
薩
摩
切

子
作
り
に
挑
み
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
は
想
像
を

超
え
る
難
し
い
も
の
で
し
た
。

「
外
側
か
ら
の
光
を
透
か
し
て
ぼ
か
し
を
施

し
ま
す
が
、
黒
色
は
光
を
通
さ
な
い
の
で
刃
が

ど
の
よ
う
に
当
た
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
ず
、

そ
れ
ま
で
の
方
法
で
は
全
く
思
い
通
り
に
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
正
直
な
と
こ
ろ
黒
の
薩
摩
切

子
は
不
可
能
だ
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
負
け
ず

嫌
い
な
性
格
な
の
で
“
無
理
、
で
き
な
い
”
と

は
言
い
た
く
な
く
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
手
の

感
覚
を
頼
り
に
カ
ッ
ト
す
る
順
番
な
ど
工
夫
し

て
生
み
出
し
ま
し
た
」

平
成
23
年
に
独
立
し
「
美
の
匠
ガ
ラ
ス
工
房

弟
子
丸
」
を
設
立
。
13
人
の
ス
タ
ッ
フ
と
共
に

日
々
、
伝
統
を
踏
ま
え
つ
つ
、
現
代
の
生
活
に

合
っ
た
作
品
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
作
ら
れ
た
の
が
、
薩
摩
切
子
の
廃
材

を
使
っ
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
「
ｅエ

コ

キ

リ

ｃｏ
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
」

や
鹿
児
島
の
風
景
を
描
い
た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

「
ｆフ

ュ

ー

ジ

ョ

ン

ｕ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
」
な
ど
で
、
暮
ら
し
の
中
に
薩

摩
切
子
を
取
り
入
れ
た
新
し
い
作
品
を
発
表
し

て
い
ま
す
。

そ
し
て
今
年
、
新
た
に
生
ま
れ
た
の
が
霧

島
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
「
霧
島
切
子
」。
赤
や
青
、

黄
な
ど
の
色
ガ
ラ
ス
に
重
厚
感
の
あ
る
黒
を
重

最
高
を
追
い
求
め

技
を
磨
く
切
子
師

Vol.104THE SCENE

霧島に生きる

弟
で

子
し

丸
まる

 努
つとむ

さん（4７）
国分清水出身。趣味
は映画・音楽鑑賞。年
に５回ほど東京や大阪
などで薩摩切子の展
示を行い、薩摩切子
の普及に努めている。

ね
合
わ
せ
、
大
胆
な
カ
ッ
ト
を
施
し
た
切
子
と
、

無
色
透
明
の
無む

鉛え
ん

ガ
ラ
ス
に
繊
細
な
カ
ッ
ト
を

施
し
た
切
子
の
２
種
類
で
す
。
従
来
の
薩
摩
切

子
と
違
う
材
質
を
使
い
、
気
軽
に
手
に
取
っ
て

も
ら
い
た
い
と
薩
摩
切
子
よ
り
低
価
格
に
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。　
　

今
年
で
切
子
師
と
し
て
30
年
の
節
目
を
迎
え

る
弟
子
丸
さ
ん
。

「
今
ま
で
に
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
薩
摩
切

子
を
作
り
ま
し
た
。
下
積
み
の
と
き
は
先
輩
方

の
技
を
目
で
盗
み
、
夜
中
も
工
房
で
練
習
を
重

ね
ま
し
た
。
20
歳
の
と
き
に
初
め
て
作
っ
た
の

が
“
お
ち
ょ
こ
”。
今
見
る
と
模
様
が
不
格
好

で
す
が
、
言
葉
で
言
い
表
せ
な
い
ほ
ど
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
両
親
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
喜
ん

で
く
れ
た
の
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
」

切
子
師
一
筋
の
弟
子
丸
さ
ん
の
喜
び
は
「
作

品
を
見
た
人
が
感
動
し
て
く
れ
た
り
、
喜
ん
で

く
れ
た
り
、
そ
の
思
い
を
一
緒
に
共
有
で
き
る

こ
と
」
と
ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

「
好
き
だ
か
ら
こ
そ
続
け
ら
れ
る
。
伝
統
を

守
り
な
が
ら
、
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
こ
の
道
を

究
め
た
い
」
と
力
強
く
話
す
弟
子
丸
さ
ん
。
最

高
を
求
め
、
技
を
磨
く
日
々
は
こ
れ
か
ら
も
続

き
ま
す
。

「ecoKIRI」を作ってみませんか。日曜日に体験教室を開いています。体
験料：6,480円～。作った作品は後日郵送します。事前に予約が必要。
詳細は問い合わせください。
問=美の匠 ガラス工房　弟子丸  国分清水一丁目19-27��☎（73）6522
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霧
島
神
宮
本
殿

本
殿
の
大
き
さ
は
正
面
五
間
、
側
面
四
間

と
大
規
模
な
も
の
で
、
屋
根
の
形
は
日
本
に

お
い
て
は
古
代
よ
り
格
式
の
高
い
と
さ
れ
て

き
た
入い

り

母も

屋や

造づ
く

り
で
、
屋
根
の
正
面
は
約
一

間
張
り
出
し
た
向こ

う

拝は
い

が
あ
り
、
幣
殿
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
建
物
の
※

組く
み

物も
の

や
各
所
に
用
い
ら

れ
て
い
る
彫
刻
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
鮮
や
か

な
色
彩
で
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
本

殿
壁
面
の
上
部
に
は
、
古
代
中
国
に
お
い
て

後
世
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
孝
行
を
し
た
人

物
を
描
い
た
「
二
十
四
孝
」
の
絵
が
色
鮮
や

か
に
本
殿
を
囲
む
よ
う
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
二
十
四
孝
」
の
壁
画
が
、
次
の
日

程
で
一
般
公
開
さ
れ
ま
す
。

次
回
も
社
殿
の
造
り
を
紹
介
し
ま
す
。

（
文
責
＝
鈴
）

は
「
西
の
日
光
東
照
宮
」
と
も
称
さ
れ
て
い

ま
す
。

霧
島
神
宮
社
殿
の
配
置

社
殿
の
中
心
を
通
る
軸
線
を
辿
っ
て
い
く

と
、
高
千
穂
山
頂
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
現
在
の
祭
神
は
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お
み
か
み

神
の
孫
で
高
千
穂
に
降
臨
し
た
瓊に

瓊に

杵ぎ

尊の
み
こ
とを

祀ま
つ

っ
て
い
ま
す
が
、
三
〇
〇
年
前
は
高

千
穂
峰
を
一
つ
の
御
神
体
と
み
な
し
て
社
殿

を
造
営
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
建
物
の
配
置
を
見
る
と
、
社

殿
前
方
の
両
側
に
門か

ど

守も
り

神じ
ん

社じ
ゃ

が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
神
社
に
あ
る
狛こ

ま

犬い
ぬ

や
鳥
居
、
寺
院
の

仁
王
像
と
同
じ
く
、
参
拝
す
る
人
に
付
い
た

穢け
が

れ
を
祓は

ら

っ
た
り
、
神
聖
な
場
所
を
守
護
し

た
り
す
る
た
め
の
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

社
殿
の
正
面
に
は
勅
使
殿
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
勅
使
（
天
皇
の
お
使
い
）
が
参
拝
す

る
と
き
に
使
わ
れ
る
建
物
で
あ
り
、
普
段
は

一
般
の
人
た
ち
は
こ
こ
で
参
拝
し
て
い
ま
す
。

勅
使
殿
の
後
方
に
は
一
段
高
い
拝
殿
ま
で

登
廊
下
が
続
い
て
お
り
、
そ
の
途
中
か
ら
西

に
廊
下
が
伸
び
て
、
神
に
供そ

な

え
る
食
べ
物
を

料
理
す
る
神し

ん

饌せ
ん

所じ
ょ

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

登
廊
下
を
登
る
と
、
拝
殿
・
幣
殿
・
本
殿

が
あ
り
ま
す
が
、
建
物
と
し
て
は
一
体
と

な
っ
た
大
規
模
な
複
合
社
殿
と
な
っ
て
い
ま

す
。

り
、
そ
の
溶
岩
流
の
傾
斜
を
巧
み
に
利
用
し

て
社
殿
を
造
営
し
て
い
ま
す
。

こ
の
傾
斜
地
で
の
社
殿
配
置
に
よ
っ
て
、

正
面
の
参
道
か
ら
の
景
色
は
、
見
る
場
所
に

よ
っ
て
そ
の
表
情
が
見
事
に
移
り
変
わ
る
壮

麗
な
美
し
さ
を
つ
く
り
出
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
は
社
殿
の
壁
画
や
彫
刻
、
彩
色
は
華
や

か
な
空
間
を
醸か

も

し
出
し
て
お
り
、
そ
の
造
り

今
年
は
、
霧
島
神
宮
が
正
し
ょ
う

徳と
く

五
（
一
七
一

五
）
年
に
現
在
の
地
に
造
営
さ
れ
て
か
ら
三

〇
〇
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
霧
島
神

宮
の
由
来
や
度
重
な
る
造
営
の
経
緯
に
つ
い

て
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
霧
島
神

宮
の
社
殿
の
構
造
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

西
の
東
照
宮

霧
島
神
宮
は
霧
島
山
の
中
腹
の
傾
斜
地
に
、

正
面
の
勅

ち
ょ
く

使し

殿で
ん

か
ら
登

の
ぼ
り

廊ろ
う

下か

、
拝は

い

殿で
ん

、
幣へ

い

殿で
ん

、

そ
し
て
本
殿
へ
と
段
々
と
登
る
よ
う
に
配
置

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
霧
島
山
系
か
ら
噴

出
し
た
溶
岩
が
当
地
域
ま
で
流
れ
て
き
て
お

※柱などを支えるため木で組み合わせたもの。

造
営
三
百
年 

霧
島
神
宮 

そ
の
❷

←
傾斜に合わせた社殿

本殿外廊下

３※

霧
島
神
宮

本
殿
造
営
三
〇
〇
年
記
念

「
二
十
四
孝
壁
画
拝
観
」

⃝
�

日
時
＝
十
月
三
十
一
日（
土
）
～
十
一
月

八
日（
日
）午
前
十
時
～
午
後
四
時
ま
で

⃝
�

拝
観
料
＝
五
〇
〇
円

問
＝
霧
島
神
宮�

☎（
57
）０
０
０
１

広報きりしま  18

h
isto

ry
 &

 g
e

o
 p

a
rk
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第６回 日本ジオパーク全国大会「霧島大会」開催　日時：10月27日（火）～ 29日（木）　場所：霧島市民会館ほか

体験の様子をケーブル

テレビで放送します。

霧 島温泉郷の周辺には、ジオの恵
み・温泉を体感できるスポット

がたくさんあります。
例えば道路脇から噴気が出る硫

い

黄
おう

谷
だに

噴気地帯では、噴気と地表水が出会っ
て、今まさに温泉が生まれる様子を見

ることができます。丸尾自然探勝路の
岩風呂では、そこで湧く澄み切った温
泉と硫黄谷噴気地帯から川に流れ込む
白く濁った温泉が同時に見られます。
さらに下流にある丸尾滝では、その温
泉の湯が流れ込むので、近づくと水し

ぶきと共に温泉の香りがほのかに漂い
ます。このような自然の仕組みを学び
ながら、温泉の魅力に触れてみてはい
かがでしょうか。次回は、霧島の山

さん

麓
ろく

の渓谷に湧く温泉を紹介します。
問＝霧島ジオパーク推進課 ☎（64）0936

霧島ジオパーク誕生から５年。今年は日本ジオパーク全国大会が霧島で開催されます。
ジオパークとは、大地（ジオ）と人のつながりを見つめ直す公園のことです。

このシリーズでは、そんな霧島ジオパークのいろいろな楽しみ方をご紹介します。

Enjoy Geopark World!

霧島温泉郷の中心地・霧島温泉市場。温泉たまごや地
元の物産品、旬の観光情報を入手できます。

足湯は９：00 ～ 17：
00、大人100円、子
ども50円です。

柱状節理が美しい丸尾滝。流れ落ちる水
にはほのかに温泉の香りがします。

霧島最古ともいわれる岩風呂。
この日は54度もありました。

硫黄谷の噴気地帯。火山の
エネルギーを感じます。

～楽しもう★ジオパーク！～●❻

ジオの恵
み！

霧島の温
泉①

「山の温
泉」

シリーズ
第６弾は、

ジオガイド
で森林セ

ラピストの
遠
とお 竹

たけ 美代

子さんが「
霧島の山

に湧く温泉
」について

紹介します
。

◦ 放 送 日 時 ＝11月４日（水）～�
６日（金）、11日（水）～13日（金）
午前３時～、９時～、正午～、
午後４時～、８時～、11時～
◦ 番組名＝南九州ケーブルテレ
ビ「情報マルシェ」

こちらの２次元コード
からも視聴できます

じもテレ  霧島 検索

五感を使って
霧島の自然に

触れてみてください。

（霧島ジオ
ガイド・森林

セラピスト
）遠

とお

竹
たけ

美代子さん
至�えびの高原

至�霧島神宮至�牧園麓

霧島温泉市場 丸尾滝

岩風呂

200m

シイやタブなどの樹木が多い
丸尾自然探勝路（森林セラピー
ロード）は、一年中鮮やかな緑
に覆われ、森林浴にぴったり。
県内で唯一、森林セラピー基地
に認定されています。

疲れた
体には

温泉が一番だね！

硫黄谷
噴気地帯

●❶

●❶

●❷

●❷ ●❸ ●❹

●❸

●❹



お
知
ら
せ

議
員
と
語
ろ
か
い

市
政
に
対
す
る
質
問
や
地
域
の

課
題
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。　

議
員
が
地
区
に
出
向
き
、
議
会

の
活
動
状
況
を
報
告
し
、
地
域
が

抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
市
民

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
意
見
交

換
を
し
ま
す
。

◎�

�問
＝
議
会
事
務
局
☎（
64
）０
９

２
２

霧
島
市
戦
没
者
追
悼
式

先
の
大
戦
に
お
け
る
戦
死
者
と

戦
災
死
者
を
追
悼
す
る
と
と
も
に
、

平
和
を
祈
念
し
ま
す
。
ど
な
た
で

も
参
列
で
き
ま
す
の
で
、
多
数
の

人
の
参
列
を
お
願
い
し
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
11
月
20
日（
金
）午
前
10

時
か
ら

⃝
�

場
所
＝
隼
人
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー

◎�

�問
＝
保
健
福
祉
政
策
課
☎（
64
）

０
９
０
４

給
付
金
の
申
請
の
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

臨
時
福
祉
給
付
金
、
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
霧
島
市
の

申
請
期
限
は
11
月
６
日
で
す
。
申

請
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。
対
象
と
な
る
か
不

明
の
人
は
、
ま
ず
申
請
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
課
税
情
報
な
ど
事
前

の
問
い
合
わ
せ
に
は
お
答
え
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

⃝
�

申
請
期
限
＝
11
月
６
日（
金
）

⃝
�

臨
時
福
祉
給
付
金
対
象
者
＝
住

民
税
の
非
課
税
者
（
課
税
者
の

扶
養
親
族
や
生
活
保
護
受
給
者

な
ど
は
除
く
）

⃝
�

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

対
象
者
＝
平
成
27
年
６
月
分
の

児
童
手
当
の
受
給
者
（
児
童
手

当
の
現
況
届
を
提
出
さ
れ
た
人

は
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
）

◎�

�問
＝
保
健
福
祉
部
給
付
金
担
当

☎（
64
）０
８
１
０

台
風
な
ど
の
被
災
者
に
は

税
の
免
除
・
減
免
も

災
害
で
自
宅
な
ど
の
固
定
資
産

に
損
害
を
受
け
た
人
は
、
固
定
資

産
税
や
市
県
民
税
な
ど
が
免
除
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝
�

手
続
き
方
法
＝
申
請
書
、
罹り

災さ
い

証
明
書
を
提
出
。

⃝
�

提
出
期
限
＝
災
害
を
受
け
た
日

か
ら
60
日
以
内

◎�

�問・�提
＝
税
務
課
☎（
64
）０
８

８
４
、
各
総
合
支
所
地
域
振
興

課
税
務
グ
ル
ー
プ
（
市
民
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
福
山
市
民

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
隼
人
庁

舎
は
除
く
）

国
民
年
金
保
険
料

「
５
年
の
後
納
制
度
」開
始

過
去
５
年
以
内
に
納
め
忘
れ
た

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
で
、
将
来
の
年
金
額
を
増
や
す

こ
と
が
で
き
る
「
５
年
の
後
納
制

度
」
が
、
10
月
１
日
か
ら
３
年
間

限
り
の
特
例
と
し
て
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し

て
い
る
人
な
ど
は
、
後
納
制
度
の

利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

後
納
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◎�

�問
＝
加
治
木
年
金
事
務
所
☎（
62
）

３
５
１
１

合
唱
で
つ
づ
る
鹿
児
島
の
心

鹿
児
島
の
作
詞
家
・
作
曲
家
の

K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N
月�日 時　間 会　　　　場

11/4（水）

18：30～
20：00

国分
姫城公民館
川原公民館

福山 福山市民サービスセンター

11/5（木）

牧園 三体地区公民館
霧島 霧島公民館
溝辺 竹子集会センター
横川 横川総合支所

11/12（木） 隼人 富隈地区公民館

利用者の多い福祉事務所などの
窓口スペースを確保し、機能の集
約を行い、市民サービスの効果的・
効率的な提供を行うため、10月中
旬より、国分庁舎の増築工事が始
まります。
工事着工に伴い、現在の庁舎西
側ロータリーにある身体障がい者
用駐車場については、❶行政棟北
側の搬入車両駐車場と、❷行政棟
と機械棟との間の通路部分に変更
します。
期間中はご不便をお掛けします
が、ご理解とご協力をお願いいた
します。

�問＝総務課  ☎（64）0983

❶

❷

国分庁舎工事に伴う障がい者駐車場の変更

市
民
駐
車
場

広報きりしま  20

i
n

f
o

r
m

a
t

i
o

n

複合施設棟
（国分公民館）

お祭り広場駐車場

行政棟

霧島
警察署

霧島地区
交通安全

協会

公用車車庫

市
民
駐
車
場

機械棟

議
会
棟

建
設
予
定
地

（
一
工
区
）

市民会館方面

身体障がい者用
駐車場

国分駅



⃝
�

日
時
＝
11
月
８
日（
日
）午
前
９

時
30
分
～
午
後
３
時

⃝
�

場
所
＝
市
消
防
局
敷
地
内

◎�

�問
＝
消
防
局
予
防
課
☎（
64
）０

４
３
３

福
山
高
校
夜
間
説
明
会

学
校
概
要
や
各
学
科
な
ど
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。（
申
し
込
み

不
要
）

⃝
�

期
日
／
場
所
＝
11
月
６
日（
金
）

／
国
分
公
民
館
中
研
修
室
、
13

日（
金
）／
福
山
高
校
。

⃝
�

時
間
＝
午
後
７
時
～
８
時

⃝
�

対
象
＝
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

◎�

�問
＝
福
山
高
校
☎（
56
）２
７
３

４

相
　
談

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

霧
島
市
人
権
擁
護
委
員
、
法
務

局
職
員
が
家
庭
間
の
問
題
、財
産
・

相
続
の
問
題
、
差
別
、
い
じ
め
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
ま
す
。（
秘
密
厳
守
・

相
談
無
料
）

⃝
�

相
談
日
／
場
所

◦�

11
月
４
日（
水
）／
霧
島
総
合
支

所
◦�

11
月
10
日（
火
）／
牧
園
老
人
福

楽
曲
を
合
唱
で
つ
づ
り
ま
す

⃝
�

日
時
＝
11
月
14
日（
土
）午
後
２

時
か
ら
（
開
場
＝
午
後
１
時
30

分
）

⃝
�

場
所
＝
み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル

⃝
�

出
演
＝
混
声
合
唱
団
グ
リ
ー
ン

エ
コ
ー
、
コ
ー
ル
鴨
池
、
霧
島

市
少
年
少
女
合
唱
団
。

⃝
�

料
金
＝
一
般
前
売
り
１
０
０
０

円
、
当
日
１
５
０
０
円
。
高
校

生
以
下
前
売
り
７
０
０
円
、
当

日
１
０
０
０
円
。（
全
席
自
由
）

⃝
�

販
売
所
＝
山
形
屋
（
鹿
児
島

市
）、
コ
ー
プ
か
ご
し
ま
、
ミ

ヤ
タ
カ
ン
パ
ニ
ー
、
国
分
シ

ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
１
階
売
店
。

祉
セ
ン
タ
ー

◦�

11
月
17
日（
火
）／
横
川
健
康
温

泉
セ
ン
タ
ー

◦�

11
月
19
日（
木
）／
国
分
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー

⃝
�

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

※�

鹿
児
島
地
方
法
務
局
霧
島
支
局

で
は
、
平
日
の
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
常
設

相
談
所
も
開
設
し
て
い
ま
す
。

◎�

�問
＝
鹿
児
島
地
方
法
務
局
霧
島

支
局
☎（
45
）０
０
６
４

募
　
集

10
万
本
植
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

宮
脇
昭
方
式
の
植
林
方
法
を
学

び
、
植
林
を
行
い
ま
す
。（
雨
天

決
行
）

■�

宮
脇
昭
方
式
霧
島
マ
イ
ス
タ
ー

養
成
講
座

⃝
�

日
時
＝
11
月
28
日（
土
）午
後
２

時
～
４
時

⃝
�

場
所
＝
国
分
上
野
原
（
上
野
原

縄
文
の
森
近
く
）

⃝
�

定
員
＝
先
着
30
人

■
植
林
教
室

⃝
�

日
時
＝
11
月
29
日（
日
）午
前
９

時
30
分
～
11
時
30
分

⃝
�

場
所
＝
国
分
上
野
原
（
上
野
原

縄
文
の
森
近
く
）

◎�

�問
＝
混
声
合
唱
団
グ
リ
ー
ン
エ

コ
ー【
池
田
】☎（
78
）４
０
９

１
防
災
フ
ェ
ス
タ
in
き
り
し
ま

市
民
に
消
防
の
知
識
・
技
術
を

普
及
し
な
が
ら
防
火
・
防
災
の
高

揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し

ま
す
。

市
幼
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
に
よ

る
防
火
の
誓
い
や
演
技
披
露
、
消

防
・
警
察
・
海
上
保
安
庁
・
自
衛

隊
な
ど
の
車
両
や
救
助
資
機
材
の

展
示
、
子
ど
も
レ
ス
キ
ュ
ー
体
験

や
記
念
撮
影
コ
ー
ナ
ー
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

⃝
�

定
員
＝
５
０
０
人

⃝
�

申
込
方
法
＝
郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
、

メ
ー
ル
で
。

⃝
�

申
込
期
限
＝
10
月
30
日（
金
）

◎�

�問
＝
環
境
衛
生
課
☎（
64
）０
９

５
０

◎�

�申
＝
霧
島
ふ
る
さ
と
命
の
森
を

つ
く
る
会
事
務
局
〒
８
９
９ 

－
４
３
３
２
国
分
中
央
一
丁

目
７
－
32
、
℻（
73
）５
５
８
１
、 

furum
ori@

dune.ocn.
ne.jp

緩
和
ケ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
参
加
者
募
集

緩
和
ケ
ア
に
つ
い
て
学
び
、
緩

和
ケ
ア
病
棟
で
活
動
し
て
い
た
だ

く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
す
る
た

め
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

⃝
�

期
日
＝
10
月
30
日（
金
）、
11
月

６
日（
金
）、
20
日（
金
）。

⃝
�

時
間
＝
午
後
２
時
～
４
時
（
11

月
20
日
の
み
午
後
５
時
30
分
～

７
時
30
分
）

⃝
�

場
所
＝
南
九
州
病
院
第
三
会
議

室
・
大
会
議
室
（
姶
良
市
）

⃝
�

内
容
＝
緩
和
ケ
ア
理
念
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
講
義
、
が
ん

患
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
講
演
な
ど
。

⃝
�

定
員
＝
30
人
程
度
（
３
回
と
も

K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先
※　  ＝「健康マイレージ」対象の事業（20歳以上が対象）
健康マイレージについての問い合わせは、健康増進課健康づくり推進室 ☎（64）0905

＝提出先提

　10月は、かごしま健康イエローカードキャン
ペーン強化月間です。鹿児島県の脳卒中死亡率は
全国平均の1.4倍です。また長期の喫煙などで肺
の慢性的な炎症により呼吸困難になる病気である
慢性閉塞性肺疾患（COPD）の人口10万人当たり
の死亡者数は、全国ワースト１位です。まさしく、
県内の健康状況は、イエローカード（警告）が出て
いる状態です。この機会に健康について考え、生
活習慣を見直してみませんか。

�問＝健康増進課  ☎（64）0905

あなたの健康は

イエローカードに

なっていませんか
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事
項
を
記
入
し
直
接
か
、
郵
送

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
。

⃝
�

申
込
用
紙
配
布
場
所
＝
観
光
課
、

各
総
合
支
所
、市
観
光
協
会（
霧

島
温
泉
市
場
内
）、
市
観
光
案

内
所
。

※�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

⃝
�

申
込
期
間
＝
10
月
19
日（
月
）～

11
月
４
日（
水
）必
着

※�

詳
細
は
、
参
加
申
込
用
紙
で
確

認
す
る
か
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◎�

�問・�申
＝
観
光
課
☎（
64
）０
８ 

９
５
、
℻（
64
）０
９
５
８

き
り
し
ま
紅
葉
祭
り

⃝
�

日
時
＝
10
月
25
日（
日
）午
前
９

時
～
午
後
４
時

⃝
�

場
所
＝
霧
島
神
話
の
里
公
園

（
神
話
館
展
望
広
場
）

⃝
�

内
容
＝
霧
島
九
面
太
鼓
の
演
奏
、

ポ
ン
菓
子
、
ね
っ
た
ぼ
の
振
る

舞
い
。
ミ
コ
ト
く
ん
・
サ
ク
ヤ

ち
ゃ
ん
・
霧
島
温
泉
大
使
ア
ヒ

ル
隊
長
も
登
場
。
姉
妹
都
市
、

岐
阜
県
海
津
市
の
出
店
販
売
、�

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
、
観
光
、
温

泉
な
ど
を
紹
介
。

◎�
�問
＝
霧
島
神
話
の
里
公
園
☎

（
57
）１
７
１
１

市
）

⃝
�

受
講
料
＝
無
料

⃝
�

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
に
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
を

記
載
し
郵
送
。（
定
員
に
な
り

次
第
締
切
）

⃝
�

申
込
期
間
＝
10
月
29
日（
木
）

◎�

�問・�申
＝
㈱
か
ん
ぽ
生
命
保
険

鹿
児
島
支
店
☎
０
９
９（
２
５
０
）

７
８
６
１
、
〒
８
６
０
－
８
７

９
７
熊
本
県
熊
本
市
中
央
区
城

東
町
１
－
１
㈱
か
ん
ぽ
生
命
保

険
九
州
エ
リ
ア
本
部
総
務
部

霧
島
市
誕
生
記
念
登
山
大
会

霧
島
山
は「
日
本
１
０
０
名
山
」

に
も
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
霧
島

の
大
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

⃝
�

日
時
＝
11
月
14
日（
土
）午
前
９

時
30
分
～
午
後
２
時
30
分
（
受

付
＝
午
前
８
時
45
分
）

⃝
�

コ
ー
ス
＝
甑
岳
コ
ー
ス
、
韓
国

岳
・
大
浪
池
コ
ー
ス
。
※
雨
天

時
は
コ
ー
ス
変
更
有
り
。

⃝
�

参
加
費
＝
５
０
０
円
（
保
険
料
、

記
念
品
代
含
む
）
※
別
途
駐
車

料
金
が
必
要
で
す
。

⃝
�

定
員
＝
各
コ
ー
ス
先
着
80
人

⃝
�

申
込
方
法
＝
申
込
用
紙
に
必
要

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
講
座

サ
ン
・
あ
も
り
こ
ど
も
講
座

■
ち
び
っ
こ
ス
ト
レ
ッ
チ

音
楽
に
合
わ
せ
て
遊
び
な
が
ら

柔
軟
性
と
リ
ズ
ム
感
を
ア
ッ
プ
。

⃝
�

日
時
＝
11
月
４
日
～
25
日
（
毎

週
水
曜
・
全
４
回
）
午
後
５
時

K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N
i

n
f

o
r

m
a

t
i

o
n

受
講
可
能
な
人
）

⃝
�

受
講
料
＝
無
料

⃝
�

申
込
期
限
＝
10
月
23
日（
金
）

◎�
�問・�申
＝
南
九
州
病
院
療
育
指

導
室
【
金き

ん

城じ
ょ
う】
☎（
62
）２
１

２
１
、
メ
ー
ルsidousitu@

skyusyu2.hosp.go.jp

霧
島
の
食
材
で
調
理
教
室

霧
島
の
食
材
を
使
っ
て
、
奄
美

の
郷
土
料
理｢

鶏け
い

飯は
ん｣

を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

⃝
�

日
時
＝
11
月
14
日（
土
）午
前
９

時
～
午
後
３
時

⃝
�

場
所
＝
国
分
営
農
研
修
セ
ン

タ
ー
（
国
分
広
瀬
二
丁
目
20
－

２
）

⃝
�

対
象
＝
市
内
在
住
の
成
人
男
女

⃝
�

定
員
＝
10
人
（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

⃝
�

持
っ
て
く
る
物
＝
包
丁

⃝
�

参
加
料
＝
１
０
０
０
円

⃝
�

申
込
方
法
＝
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
生
年
月
日
、
住
所
、
電

話
番
号
を
記
入
し
、
は
が
き
か

フ
ァ
ク
ス
で
。

⃝
�

申
込
期
限
＝
10
月
30
日（
金
）

◎�

�問・�申
＝
市
施
設
管
理
公
社
事

務
局
☎（
64
）０
９
２
１
、
℻

（
64
）０
６
８
３
、
〒
８
９
９
－

４
３
３
２
国
分
中
央
三
丁
目
８

－
１

鹿
児
島
音
楽
フ
ェ
ス
ティ
バ
ル

～
み
や
ま
の
森
の
響
き
～

⃝
�

日
時
＝
10
月
25
日（
日
）午
後
１

時
開
演
（
開
場
＝
正
午
）

⃝
�

場
所
＝
み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
野

外
音
楽
堂
※
荒
天
時
は
主
ホ
ー

ル

⃝
�

入
場
料
＝
一
般
１
０
０
０
円
、

学
生
・
幼
児
（
３
歳
以
上
）
５

０
０
円
。

⃝
�

司
会
＝
武
田
み
ど
り
さ
ん

⃝
�

出
演
＝
特
別
ゲ
ス
ト
に
カ
サ
リ

ン
チ
ュ
、
ま
ぶ
ら
い
～
徳
之
島

～
、
霧
島
山
麓
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
、
吉
左
右
踊
・

太
鼓
踊
保
存
会
、reirinn
（
さ

つ
ま
っ
娘
）、
か
ご
し
ま
中
・

高
選
抜
バ
ン
ド
、
市
立
高
千
穂

小
学
校
金
管
バ
ン
ド
。

◎�

�問
＝
み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
☎

（
78
）８
０
０
０

ラ
ジ
オ
体
操
秋
季
講
習
会

ラ
ジ
オ
体
操
の
正
し
い
実
技
を

修
得
し
ま
せ
ん
か
。

⃝
�

日
時
＝
11
月
29
日（
日
）午
前
９

時
～
11
時
30
分
（
受
付
＝
午
前

８
時
30
分
）

⃝
�

場
所
＝
鴨
池
公
民
館
（
鹿
児
島

講座
番号 講　座　名 日　　時 定員 受講料 申込期限

（必着）

403 ワード2010基礎講座
入門コース

11/17（火）、18（水）
9：30 ～ 15：30 20人 1,000円

11/3（火・祝）
404 ワード2010基礎講座

ステップアップコース
11/19（木）、20（金）

9：30 ～ 15：30 20人 1,000円

◦申込方法＝往復はがき (1講座 1枚 ) に講座番号、講座名、住所、氏名、電話番号を記入し郵送
◦受講決定＝はがきで通知（申し込み多数の場合は抽選）

��問・�申＝メディアセンター 〒899-4394 国分中央三丁目45-１ ☎（64）0919
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⃝
�

申
込
方
法
＝
直
接
か
電
話

◎�

�問・�申
＝
天
降
川
地
区
共
同
利

用
施
設
☎（
43
）１
９
５
１

サ
ン
・
あ
も
り
文
化
講
座

■
絵
手
紙
体
験
会

新
年
の
あ
い
さ
つ
を
絵
手
紙
で

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

⃝
�

日
時
＝
10
月
22
日（
木
）午
後
２

時
～
４
時

⃝
�

定
員
＝
先
着
10
人

⃝
�

準
備
す
る
物
＝
墨
筆
な
ど
（
貸

出
用
道
具
も
あ
り
）

⃝
�

受
講
料
＝
６
０
０
円

⃝
�

講
師
＝
村
本
菜
穂
さ
ん

⃝
�

申
込
方
法
＝
直
接
か
電
話

■
ア
ー
ト
な
筆
ペ
ン
講
座

筆
ペ
ン
を
も
っ
と
身
近
に
、
気

軽
に
書
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

⃝
�

日
時
＝
11
月
16
日（
月
）午
後
１

時
～
３
時
30
分

⃝
�

定
員
＝
先
着
20
人

⃝
�

準
備
す
る
物
＝
筆
ペ
ン
・
練
習

用
の
紙
な
ど
。

⃝
�

受
講
料
＝
６
０
０
円
（
材
料
費

別
途
）

⃝
�

講
師
＝
北
里
洋
一
さ
ん

⃝
�

申
込
方
法
＝
直
接
か
電
話

■ 

思
い
が
伝
わ
る
手
書
き
de
・
年

賀
状
講
座

大
切
な
人
へ
の
あ
い
さ
つ
を
自

30
分
～
６
時
30
分

⃝
�

定
員
＝
先
着
20
人

⃝
�

対
象
＝
幼
児
～
小
学
校
低
学
年

⃝
�

準
備
＝
飲
み
物
、
動
き
や
す
い

服
装
。

⃝
�

受
講
料
＝
２
０
０
０
円

⃝
�

講
師
＝
井
上
千
穂
さ
ん

⃝
�

申
込
方
法
＝
直
接
か
電
話

■�

た
の
し
い
キ
ッ
ズ
・
フ
ラ
教
室

楽
し
く
踊
っ
て
豊
か
な
感
性
を

身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

⃝
�

日
時
＝
11
月
10
日
～
12
月
１
日

（
毎
週
火
曜
・
全
４
回
）
午
後

５
時
30
分
～
６
時
30
分

⃝
�

定
員
＝
先
着
20
人

⃝
�

対
象
＝
幼
児
～
小
学
生

⃝
�

準
備
＝
飲
み
物
、
動
き
や
す
い

服
装
。

⃝
�

受
講
料
＝
２
０
０
０
円

筆
で
書
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

⃝
�

日
時
＝
11
月
24
日（
火
）午
後
１

時
～
３
時
30
分

⃝
�

定
員
＝
先
着
20
人

⃝
�

準
備
す
る
物
＝
書
道
道
具
、
筆

ペ
ン
、
練
習
用
紙
な
ど
。

⃝
�

受
講
料
＝
６
０
０
円

⃝
�

講
師
＝
新
福
信
子
さ
ん

⃝
�

申
込
方
法
＝
直
接
か
電
話

◎�

�問・�申
＝
サ
ン・
あ
も
り
☎（
43
）

 

３
３
７
３

市
民
囲
碁
大
会

⃝
�

日
時

◦�

11
月
13
日（
金
）午
後
１
時
か
ら

（
５
人
の
プ
ロ
棋
士
と
の
多
面

打
ち
）

◦�

14
日（
土
）午
前
９
時
か
ら（
囲

碁
大
会
初
日
）

◦�

15
日（
日
）午
前
９
時
か
ら（
囲

碁
大
会
最
終
日
）

⃝
�

場
所
＝
国
分
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

⃝
�

参
加
費
＝
一
般
３
０
０
０
円
、

学
生
２
０
０
０
円
（
３
日
間
）。

⃝
�

申
込
方
法
＝
氏
名
、
住
所
、
生

年
月
日
、
段
級
位
、
電
話
番
号

か
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記
載
し

て
フ
ァ
ク
ス
で
。

⃝
�

申
込
期
限
＝
10
月
31
日（
土
）

◎�
�問・�申
＝
霧
島
囲
碁
大
会
実
行

⃝
�

講
師
＝
上か

み

敷し
き

領り
ょ
う

磯
子
さ
ん

⃝
�

申
込
方
法
＝
直
接
か
電
話

◎�

�問・�申
＝
サ
ン・
あ
も
り
☎（
43
）

 

３
３
７
３

天
降
川
地
区
共
同
利
用
施
設

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
講
座

乾
燥
を
防
ぐ
癒
や
し
の
香
り
の

ア
ロ
マ
ク
リ
ー
ム
を
作
り
ま
し
ょ

う
。

⃝
�

日
時
＝
11
月
19
日（
木
）午
前
10

時
～
正
午

⃝
�

定
員
＝
先
着
20
人
（
成
人
女
性
、

10
人
以
上
で
開
催
）

⃝
�

準
備
＝
筆
記
用
具
、
タ
オ
ル
。

⃝
�

受
講
料
＝
１
７
０
０
円�

（
材
料

費
込
み
）

⃝
�

講
師
＝
末
廣
真
奈
美
さ
ん

⃝
�

受
付
＝
10
月
15
日（
木
）か
ら

委
員
会【
近
藤
】
☎・
℻（
45
）３

８
４
５

国
際
交
流
員
と

交
流
し
ま
し
ょ
う

◎�

�問・�申
＝
企
画
政
策
課
国
際
交

流
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
１
４

K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N※　  ＝「健康マイレージ」対象の事業（20歳以上が対象）
健康マイレージについての問い合わせは、健康増進課健康づくり推進室 ☎（64）0905

韓国語教室 国際料理キッチン 中国語教室
日　時 11/12（木）18：30 ～ 19：30 11/19（木）17：30 ～ 20：30 11/19（木）14：00 ～ 15：00
場　所 国分公民館中研修室 国分公民館調理講義室 国分公民館中研修室
対　象 市　民 市　民 市　民
受講料 無　料 700円 無　料
定　員 先着15人 先着15人 先着15人

申込期限 11/10（火） 11/11（水） 11/17（火）

備　考
体の部位を韓国語で覚え、
歌やゲームなどで勉強しま
しょう。

韓国の国際交流員とキムチ
の浅漬けとスユク（ゆで豚）
を作りましょう。

道の尋ね方や教え方を学び
ながら交流しましょう。

龍馬ハネムーン
ロードを
歩こう
149年前、坂本龍馬と妻お龍が新婚旅
行でたどった浜之市港から和気神社まで
のウオーキングや高千穂峰登山など、霧
島の自然や歴史を楽しむイベントです。

◦�期間＝11月21日（土）午前８時～午後３
時、22日（日）午前９時15分～午後３時
30分
◦�コース＝21日／浜之市コース（約20
㌔）、22日／高千穂峰・霧島神宮コース
（約10㌔）
◦�定員＝先着各100人
◦�参加費＝一般2,000円、中学・高校生
1,000円。（1日参加も2日間参加も同
額）※荒天時、内容変更あり。

�問・�申＝市観光協会��☎（78）2115

※電話か市ホームページから申し込みください。

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先 ＝提出先提
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このコーナーは読者の皆さんからの声を伝えるページです。
本誌への感想、霧島市への思いなど、たくさんの声をお寄せください。

読者
の声

c
o

m
m

u
n

i
t

y

今
な
ら
痩
せ
ら
れ
る
。
ま
さ

に
私
の
た
め
の
特
集
で
し

た
。
９
月
で
50
歳
に
な
っ
た
私
。
節

目
の
年
に
何
か
新
し
い
こ
と
を
と

思
い
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
ま
し

た
。
朝
５
時
か
ら
１
時
間
。
体
重

は
ま
だ
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
１
日
の

始
ま
り
が
と
て
も
気
持
ち
い
い
で

す
よ
。（
霧
島
マ
ロ
ン
50
歳
女
性
）

わ
が
家
か
ら
遠
く
に
見
え
る

城
山
公
園
の
観
覧
車
を
目

指
し
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
て

１
年
。
９
月
号
の
特
集
を
読
ん
で

に
ん
ま
り
。
体
重
は
６
キ
ロ
程
度

落
ち
ま
し
た
。
体
調
管
理
と
い
う

よ
り
も
、
県
外
の
高
校
や
大
学
へ

進
学
し
た
息
子
た
ち
の
カ
ッ
コ
い
い

か
ぁ
ー
ち
ゃ
ん
で
あ
り
た
い
と
い
う

思
い
が
強
す
ぎ
る
の
で
す
が
。（
ミ
ー

マ
マ
44
歳
女
性
）●

特
集
「
今
な
ら
、痩
せ
ら
れ
る
」

に
た
く
さ
ん
の
お
便
り
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
の
気
持
ち
を
大
切

に
一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

せ
っ
か
く
の
人
生
、楽
し
く
生

き
な
き
ゃ
」
と
96
歳
の
現

役
税
理
士
の
小
倉
さ
ん
に
共
感
し
ま

し
た
。
私
は
60
歳
を
迎
え
て
か
ら
ラ

ジ
オ
体
操
や
仲
間
と
楽
し
く
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
小
倉
さ
ん
の
よ
う
に
体
力
気
力

の
続
く
限
り
お
客
さ
ま
と
の
触
れ
合

い
を
大
切
に
し
な
が
ら
笑
顔
で
お
店

を
続
け
、
生
涯
情
熱
、一
生
青
春
の

心
で
元
気
良
く
前
向
き
に
生
き
て

悔
い
の
な
い
人
生
を
送
り
た
い
と
思

い
ま
す
。（
マ
リ
リ
ン
61
歳
女
性
）

●

と
っ
て
も
お
元
気
な
小
倉
さ
ん

で
し
た
。
く
よ
く
よ
せ
ず
、
笑
顔

が
大
切
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
私
た

ち
も
見
習
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

霧
島
市
で
も
不
審
者
の
声
か

け
事
案
が
増
え
て
い
る
と

知
り
ま
し
た
。
残
虐
で
悪
質
な
事

件
が
多
々
起
こ
る
現
代
、
子
ど
も
を

持
つ
私
に
と
っ
て
も
人
ご
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
私
の
住
む
地
域
で
も
、

早
朝
か
ら
見
守
り
隊
の
方
々
が
横
断

歩
道
に
毎
朝
立
っ
て
登
校
時
の
子
ど

も
た
ち
を
見
守
る
姿
を
見
掛
け
ま

す
。
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
私
も

職
場
が
通
学
路
に
あ
る
の
で
、
登
校

時
の
時
間
帯
は
で
き
る
だ
け
見
守
り

を
心
掛
け
、
地
域
で
一
丸
と
な
っ
て

子
ど
も
た
ち
を
守
ら
ね
ば
と
思
い
ま

し
た
。（
プ
リ
ン
ス
娘
35
歳
女
性
）

●

抑
止
に
は
地
域
の
見
守
り
が
一

番
で
す
。
防
犯
ブ
ザ
ー
の
電
池
も

確
認
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

自
宅
の
車
庫
に
車
を
バ
ッ
ク

で
入
れ
て
い
た
時
、
愛
猫

に
気
を
取
ら
れ
慌
て
て
し
ま
い
、
柱

に
ぶ
つ
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
も
う

少
し
落
ち
着
い
て
バ
ッ
ク
し
て
い
た

ら
防
げ
た
の
に
と
反
省
し
て
い
た

頃
、
広
報
誌
の
交
通
事
故
多
発
の

記
事
を
読
ん
で
、
さ
ら
に
気
持
ち

が
引
き
締
ま
り
ま
し
た
。
修
理
代

は
痛
い
出
費
と
な
り
ま
し
た
が
、
日

ご
ろ
の
慣
れ
に
よ
る
気
持
ち
の
緩

み
が
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
を
再

認
識
す
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し

た
。（
り
り
ら
ら
44
歳
女
性
）

●

た
っ
た
一
秒
が
人
生
を
変
え
て

小山惠美子さん（隼人）

⃝  期間＝11月３日(火・祝）まで
⃝  時間＝午前９時30分～午後６時
⃝  場所＝鹿児島市立美術館（城山町4-36）
⃝   入場料＝一般1,000円、高校・大学生
800円、小中学生600円
＝サンサンコールかごしま ☎099（808）3333

⃝  期間＝10月25日（日）まで
⃝  時間＝午前８時～午後５時
⃝  場所＝花の駅生駒高原（南西方8565）
⃝  入場料＝一般520円、中学生300円、
小学生以下無料
＝花の駅生駒高原  ☎0984（27）1919

鹿児島市立美術館「梅原龍三郎展」 生駒高原コスモスまつり鹿児島市 小林市

※環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎両県の５市２町で構  成され、県境を越えて連携し地域活性化を図ります。錦江湾奥会議とは、錦江湾奥部に位置する鹿児島市、姶良市、垂水市、霧島市の４市が、行政区を越えて連携し、地域活性化を図ります。

※環霧島会議と錦江湾奥会議を構成するまちの  お祭りやイベントの最新情報をいち早くキャッチ。お好みのイベントを探して、出掛けてみませんか。

2015.10

Readers
Voice
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し
ま
い
ま
す
。
携
帯
電
話
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
見
な
が
ら
の
自

転
車
や
自
動
車
の
運
転
は
絶
対
に

止
め
ま
し
ょ
う
。

９
月
号
の
「
茶
節
」。
小
さ
い

頃
、
わ
が
家
で
も
休
日
の

朝
は
食
卓
に
出
て
い
た
の
を
思
い
出

し
、
早
速
、
日
曜
日
の
朝
食
に
並
べ

ま
し
た
。
主
人
も
子
ど
も
も
お
か
わ

り
を
し
て
「
お
い
し
い
」
と
言
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
現
代
の
食
事
に
は
イ

ン
ス
タ
ン
ト
食
品
な
ど
簡
単
に
作
れ

る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
昔
か
ら
作

ら
れ
て
い
る
食
事
こ
そ
、
大
切
な
食

文
化
だ
と
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。（
サ

ン
シ
ャ
イ
ン
レ
イ
ン
ボ
ー
32
歳
女

性
）

●

国
民
文
化
祭
「
食
の
祭
典
」
が

11
月
７
日
、
８
日
の
２
日
間
、
国

分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
多
目
的

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ

お
出
掛
け
く
だ
さ
い
ね
。

あ
る
程
度
は
子
ど
も
が
騒
い

で
も
大
丈
夫
な
雰
囲
気
の

お
店
が
な
く
て
、
子
ど
も
と
一
緒
に

外
食
で
き
ず
困
っ
て
い
ま
し
た
。
先

日
、
広
報
き
り
し
ま
で
紹
介
さ
れ

て
い
た
子
育
て
支
援
カ
フ
ェ
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
子
連
れ
の
友
達
家

族
と
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
久

し
ぶ
り
に
ゆ
っ
く
り
と
食
事
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
す
て
き
な
情
報
の
提
供
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。（
こ
ん
こ
ん

た
ま
ご
34
歳
女
性
）●

皆
さ
ん
の
お
薦
め
の
子
育
て

支
援
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

kouhou@
city-kirishim

a.jp

お
母
さ
ん
は
い
つ
も
広
報
き
り

し
ま
を
念
入
り
に
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
ま
す
。「
い
ろ
ん
な
情
報
が

載
っ
て
い
て
助
か
る
わ
ぁ
」
と
口
に

し
て
い
ま
す
。
広
報
き
り
し
ま
は
母

に
は
な
く
な
て
は
な
ら
な
い
大
切
な

一
冊
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
広
報
き
り

し
ま
の
編
集
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

私
も
体
の
弱
い
母
に
精
一
杯
親
孝
行

し
ま
す
。（
み
こ
ち
ゃ
ん
マ
マ
13
歳

女
性
）

●

お
母
さ
ん
の
生
活
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
大
切
な
一
冊
。
編
集
者

に
と
っ
て
最
高
の
喜
び
で
す
。

娘
が
出
産
の
た
め
に
霧
島
に

帰
っ
て
き
ま
し
た
。
約
半

年
間
、
予
防
接
種
や
健
診
な
ど
で

霧
島
市
か
ら
も
多
く
の
若
者
が

神
風
特
攻
隊
と
し
て
飛
び
立
ち
ま

し
た
。
私
た
ち
に
は
、
そ
の
事
実

を
し
っ
か
り
と
後
世
に
伝
え
る
役

割
が
あ
り
ま
す
。
今
一
度
、
７
月

号
の
特
集
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

９
月
は
、
私
の
誕
生
日
月
で

す
。
小
学
一
年
生
の
娘
は
、

前
祝
い
と
い
っ
て
毎
日
の
よ
う
に
手

紙
や
絵
を
く
れ
ま
し
た
。
誕
生
日

当
日
は
、
寝
る
時
に
先
に
う
と
う

と
し
て
い
た
私
に
布
団
を
そ
っ
と
掛

け
て
く
れ
ま
し
た
。
さ
さ
い
な
こ
と

で
し
た
が
、
と
て
も
う
れ
し
く
て

最
高
の
誕
生
日
で
し
た
。
大
好
き

な
霧
島
で
大
切
な
子
ど
も
が
素
直

に
す
く
す
く
成
長
し
て
く
れ
る
こ

と
が
何
よ
り
の
喜
び
で
す
。（
き
り

し
マ
マ
38
歳
女
性
）●

娘
さ
ん
の
気
持
ち
が
最
高
の
誕

生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
す
ね
。
心
温

ま
る
お
便
り
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
47
通
の
お
便
り
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
文
章
は
紙
面
の
都
合
上
訂
正

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

す
こ
や
か
保
健
セ
ン
タ
ー
や
病
院
の

皆
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

娘
の
住
民
票
は
県
外
な
の
に
、
親

切
に
対
応
し
て
く
だ
さ
り
、
と
て

も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま

で
孫
も
す
く
す
く
育
ち
、
元
気
に

東
北
に
旅
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
バ
レ
ー

大
好
き
な
ば
ぁ
ば
ぁ
59
歳
女
性
）

●

無
事
に
ご
出
産
さ
れ
元
気
に
お

帰
り
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
良

か
っ
た
で
す
。
次
の
里
帰
り
が
楽

し
み
で
す
ね
。

太
平
洋
戦
争
時
代
、
霧
島
市

に
２
か
所
あ
っ
た
海
軍
飛
行

場
の
両
方
に
私
の
家
族
も
関
係
し

て
い
ま
し
た
。
溝
辺
飛
行
場
は
、
建

設
の
た
め
に
兄
嫁
が
し
ば
し
ば
強
制

徴
用
さ
れ
ま
し
た
。
国
分
飛
行
場
は
、

兄
が
20
歳
の
若
さ
で
海
軍
特
別
攻

撃
隊
と
し
て
沖
縄
の
海
に
自
爆
し

た
そ
の
航
空
基
地
で
し
た
。
戦
死
公

報
が
届
い
た
の
は
戦
後
の
９
月
。
母

は
狂
い
泣
き
ま
し
た
。
戦
後
70
年
。

あ
ん
な
思
い
は
も
う
絶
対
に
し
た
く

あ
り
ま
せ
ん
。
今
の
平
和
が
永
遠
に

続
く
こ
と
を
心
か
ら
願
う
ば
か
り
で

す
。（
田
中
優
83
歳
男
性
）

●

環霧島・錦江湾奥イベント情報

⃝  日時＝11月１日（日）午前９時～午後
３時

⃝  場所＝キララドーム（田神3000）
⃝  内容＝垂水どんぶりフェスや出店など
＝ 垂水市水産商工観光課

　　☎0994（32）1111（内線266）

秋の産業祭垂水市

※環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎両県の５市２町で構  成され、県境を越えて連携し地域活性化を図ります。錦江湾奥会議とは、錦江湾奥部に位置する鹿児島市、姶良市、垂水市、霧島市の４市が、行政区を越えて連携し、地域活性化を図ります。

※環霧島会議と錦江湾奥会議を構成するまちの  お祭りやイベントの最新情報をいち早くキャッチ。お好みのイベントを探して、出掛けてみませんか。

⃝  日時＝10月25日（日）午前10時～午後
３時

⃝  場所＝重富海水浴場（平松7703-4）
⃝  内容＝エビのつかみ捕り、特産品販売
コーナーや体験コーナーなど
＝姶良市商工観光課  ☎（66）3111

錦江湾あいら浜まつり姶良市

25  Kirishima City Public Relations, 2015.10, Vol.218, Japan
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※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。秘書広報課広報広聴グループ☎（64）0955までご連絡ください。

今年２月に国分川内にオープン。日本でも数少ない牡
か

蠣
き

のソムリエ資格を所有するオーナーが、こだわりぬいて
厳選した安心・安全のかきをご堪能ください。かき盛を
中心とした魚介類を豪快に炭火焼きでどうぞ。生牡蠣、
焼き肉、おつまみも多数取りそろえています。

かき小屋 匠
しょう

ちゃんのお食事券（1,000円分）を
30人にプレゼント

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い

市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

霧
島
市
の
出
身
者
の
皆
さ
ま

を
中
心
に
組
織
さ
れ
る
ふ
る
さ

と
会
は
、
首
都
圏
、
中
部
圏
、

関
西
圏
、
鹿
児
島
市
の
４
地
域

に
11
団
体
が
組
織
さ
れ
、
さ
ら

に
10
月
末
に
は
福
岡
圏
域
で
設

立
さ
れ
ま
す
。

ふ
る
さ
と
会
は
会
員
同
士
の

親
睦
を
図
り
な
が
ら
、
霧
島
市

の
ふ
る
さ
と
納
税
や
観
光
宣
伝
、

移
住
定
住
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に

も
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
首
都
圏
の
ふ
る
さ
と

会
で
は
、
新
燃
岳
が
噴
火
し
た

際
に
義
援
金
の
支
援
の
ほ
か
に
、

霧
島
へ
の
復
興
支
援
ツ
ア
ー
な

ど
も
行
っ
て
い
た
だ
き
、
大
き

な
元
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

青
年
期
に
ふ
る
さ
と
を
後
に

さ
れ
、
慣
れ
な
い
都
会
で
一
生

懸
命
に
働
き
、
仕
送
り
を
し
な

が
ら
自
ら
の
生
計
を
立
て
、
ふ

る
さ
と
の
仲
間
と
励
ま
し
合
い
、

ふ
る
さ
と
の
た
め
に
支
援
を
惜

し
ま
な
い
皆
さ
ま
。
郷
土
愛
に

満
ち
な
が
ら
も
、
外
か
ら
ふ
る

さ
と
を
見
つ
め
続
け
た
貴
重
な

ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
は
も
と
よ
り
、

ふ
る
さ
と
会
に
集
う
皆
さ
ま
や

世
界
中
で
活
躍
す
る
霧
島
人

が
、
私
た
ち
の
愛
す
る
ふ
る
さ

と
「
霧
島
市
」
の
魅
力
を
、
さ

ら
に
情
報
発
信
で
き
る
よ
う
連

携
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎人口／127,055人（－7）
男性／ 61,057人（＋23）
女性／ 65,998人（－30）
出生108人／死亡106人
転入454人／転出435人
◎世帯数／59,787世帯（＋24）

（平成27年９月１日現在）

ED
IT

O
R

'S

祝市制施行10周年。私も霧島市の歴史を振り返ろうと改めて広報
きりしまを創刊号から読み返してみました。そこには多くの市民

の皆さんの「まちへの思い」や「笑顔」が詰まっていました。広報きりしま
はこれからも変わらず、霧島市と皆さんの歩みを捉えていきます（川床）

十年前、霧島市になって最初の仕事がラジオで霧島市の魅力を紹
介することでした。ほかのまちの事をあまり知らず、うまく紹介

できませんでした。あれから10年、取材先で霧島市の魅力を学びまし
た。これからも、もっとまちのことを知って、発信していきたいです（美坂）

周りに温泉大好きな人いませんか。先月、第２弾きりしまゆ旅の初
代・２代目横綱が誕生しました。私も早速ゆ旅帳を手に入れ、ま

ずは「幕下」昇進を目指して市内の温泉施設を巡る気満々です。皆さん
も「きりしまゆ旅」をきっかけに温泉の魅力、見つけてみませんか（土井）

年間約100万人の宿泊観光客が訪れる霧島市。全国的に人口減少
が問題となる中、いかに外からの観光客や移住者を呼び込み、地

域の活力に結びつけるかが課題。この10年の霧島史を地方創生につな
げ、地域の魅力を紡ぎながら、未来の霧島市を創っていきませんか（古市）

霧島市ホームページ

◎�「広報きりしま」にお便りをくださった方の中から、かき小屋匠ちゃんより「お食事券
（1,000円）」を30人の方にプレゼント。応募締め切りは10月23日（金）当日消印有効です。
※当選者の発表は、賞品の発送をもってかえさせていただきます。

黄色に色付く稲穂と赤いヒガンバナを
撮りたくて、以前から狙っていた溝辺町
竹子の棚田に車を走らせました。そこに
は、重厚感のある石積みと、日に照ら
されて鮮やかに輝く稲穂とヒガンバナの
グラデーションが印象的な、棚田ならで
はの風景が広がっていました。市内に
はほかにも受け継がれてきた棚田があり
ます。ふるさとの風景として、これから
も大切に守られるといいですね（美坂）

竹子の棚田（溝辺町竹子）
９月20日　午前11時３分

【撮影データ】

デジタルカメラ　レンズ70 ～200㎜
F2.8　1/640s　�F11　�ISO400

今月の表紙

➡市ホームページからもプ
レゼントの申し込みができ
ます。

霧島市国分川内513-1　☎（73）8879　 11：00 ～15：00 ／ 17：00 ～22：00　不定休
かき小屋� 匠ちゃん

�問＝すこやか保健センター ☎（42）1178、健康増進課 ☎（64）0905

かき小屋匠ちゃん 検索

医療機関などで検査を受けて妊娠が分かったら、母子健康手帳の交付を受けま
しょう。医療機関などで発行された妊娠届出書を記入の上持参ください。交付

の場所、日時などは下表のとおりです。都合のつかない人は問い合わせください。
また、母子健康手帳と一緒に県内の医療機関で受診できる妊婦健康診査受診票つづり

(公費負担・14回分)をお渡しします。里帰りなどで県外で受診する人はご連絡ください。
※母子健康手帳は外国語版（英語・中国語・韓国語など）もあります。

妊娠が分かったら ～母子健康手帳～

霧島市  母子健康手帳 検索

曜日（毎週） 場　　所 住　　所 受付時間
月曜日 福山総合支所市民福祉課 福山町福山5290-61

9：00～ 11：00
（祝日・年末年始は除く）

火曜日
すこやか保健センター 隼人町内山田1-10-33
霧島保健福祉センター 霧島田口500

水曜日 牧園保健センター 牧園町宿窪田2647
木曜日 横川保健センター 横川町中ノ263
金曜日 溝辺総合支所市民福祉課 溝辺町有川341

市の情報をタイムリーに
お知らせします。

霧島市公式ツイッター

市ホームページまたは携帯
サイトをご覧いただけます。
ご利用の携帯電話や読み取
りアプリによって表示され
る内容が異なります。

広報きりしま  26



〈随ずいそう想〉

実
は
、
私
の
祖
先
は
霧
島
市
に

住
ん
で
い
た
そ
う
で
、
明
治
に
起

き
た
「
西
南
の
役え

き

」
で
都
城
市
へ

越
し
て
来
た
そ
う
で
す
。
ま
ん
ざ

ら
縁
が
な
い
と
い
う
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

私
が
担
当
し
て
い
る
「
ジ
オ

パ
ー
ク
」
は
、
地
球
が
つ
く
り
出

し
た
学
術
的
に
価
値
の
あ
る
地
形

を
保
全
し
な
が
ら
そ
れ
を
活
用
し
、

地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
国
内
で
日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
は
39
か
所
が
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
平
成

22
年
９
月
に
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
鹿
児
島
・
宮

崎
両
県
に
ま
た
が
る
５
市
１
町

（
鹿
児
島
県
：
霧
島
市
、
曽
於
市
、

宮
崎
県
：
都
城
市
、
高
原
町
、
小

林
市
、
え
び
の
市
）
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
広
域
で
連
携
し
て
い

く
た
め
、
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の
事

務
局
が
あ
る
霧
島
市
に
、
私
が
都

城
市
か
ら
出
向
す
る
こ
と
に
な
っ

た
わ
け
で
す
。

霧
島
山
は
、
20
を
超
え
る
活
火

山
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
霧
島

市
か
ら
見
た
霧
島
山
は
、
韓か

ら

国く
に

岳だ
け

を
は
じ
め
、
新
燃
岳
や
高
千
穂
峰

な
ど
、
個
性
的
な
山
々
が
連
な
り

雄
大
な
姿
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。都

城
市
か
ら
は
、
御お

鉢は
ち

、
高
千

穂
峰
、
二ふ
た
ご子

石い
し

を
中
心
に
見
え
る

た
め
、地
元
の
人
は
こ
れ
ら
が「
霧

島
山
」
だ
と
思
っ
て
い
る
人
が
多

い
で
す
。
で
も
共
通
し
て
い
え
る

の
は
、
お
互
い
に
毎
日
見
て
い
る

霧
島
山
が「
み
ん
な
の
シ
ン
ボ
ル
」

な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
み
ん
な
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
「
霧
島
山
」
で
す
が
、
私
た
ち

は
こ
の
山
の
魅
力
に
ま
だ
気
付
い

て
い
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
雄
大
で
美
し
く
変
化
に
富
ん
だ

景
観
」「
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の

火
山
を
体
感
で
き
る
博
物
館
」。

そ
う
い
っ
た
環
境
か
ら
育
ま
れ
た

「
多
種
多
様
な
植
生
」「
天
孫
降
臨
」

の
舞
台
で
人
々
の
信
仰
の
対
象
と

さ
れ
て
き
た
太
古
か
ら
の
歴
史
。

そ
し
て
、
豊
富
な
泉
質
を
有
す
る

温
泉
な
ど
多
く
の
恩
恵
を
私
た
ち

は
受
け
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
防
災
や
観
光
、
教
育

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
活
用

す
る
の
が
ジ
オ
パ
ー
ク
の
考
え
方

な
の
で
す
が
、
一
つ
の
市
や
町
で

推
進
し
て
も
あ
ま
り
効
果
は
あ
り

ま
せ
ん
。
県
や
市
町
と
い
っ
た
行

政
の
垣
根
を
越
え
て
手
と
手
を
取

り
合
い
、
広
域
で
連
携
し
て
「
環

Profile

環
かん

霧
きり

島
しま

一体となって
◎中村  光彦

私
は
宮
崎
県
都
城
市
役
所
か
ら

出
向
し
、
現
在
霧
島
市
役
所
に
勤

め
て
い
ま
す
。
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク

推
進
課
に
配
属
、
毎
日
電
車
で
通

勤
し
て
４
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

霧
島
」
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

み
ん
な
の
財
産
で
あ
り
、
世
界

に
誇
れ
る
こ
の
「
霧
島
山
」
を
も

う
一
度
見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん

か
。日

本
ジ
オ
パ
ー
ク
全
国
大
会
が
、

10
月
27
日
か
ら
29
日
に
か
け
て
霧

島
市
で
行
わ
れ
ま
す
。
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
や
環
霧
島
グ
ル
メ

フ
ェ
ア
な
ど
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の

魅
力
が
満
載
の
内
容
で
す
。
こ
の

機
会
に
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

「
霧
島
を
も
っ
と
知
ろ
う
、　

霧

島
を
ず
っ
と
愛
そ
う
」

高
千
穂
峰
を
背
景
に
、

韓
国
岳
の
頂
上
に
立
つ
中
村
さ
ん

なかむら  みつひこ（51）

宮崎県都城市生まれ。平成23
年から都城市から霧島市へ出
向。ライフワークが地域づく
りで、「みやこんじょ力俥（ち
からぐるま）組合」を主宰し、
まちのにぎわいづくりを演出
している。宮崎県地域づくり
ネットワーク協議会委員。
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オ
ー
プ
ン
1周
年
を
記
念
し
て
、色
んな

イベ
ント
を開催

します。詳しくは11/1日 折
込
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
下
さ
い
。
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